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『
大
外
記
中
原
師
廉
記
』
解
題

一
、
概
要

本
稿
で
紹
介
す
る
本
所
所
蔵
『
大
外
記
中
原
師
廉
記
』（
原
本
・
貴
重
書
〇

三
七
三
│
四
。
以
下
本
記
と
す
る
）
は
、
大
外
記
中
原
（
押
小
路
）
師
廉
の
天
正
三

年
（
一
五
七
五
）
の
日
記
で
あ
る
。

1　

伝
来
過
程

本
所
に
は
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
に
入
架
さ
れ
た）1
（

。
江
戸
期
の
所
在
は
不
明

で
あ
る
が
、
明
治
半
ば
ご
ろ
に
作
成
さ
れ
た
『
押
小
路
家
本
目
録
』
に
は
見
え
ず）2
（

、

そ
れ
ま
で
に
は
押
小
路
家
か
ら
流
出
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
本
所
に
は
大
正
一
〇

年
（
一
九
二
一
）
に
作
成
さ
れ
た
影
写
本
が
あ
り）3
（

、
こ
の
時
点
で
は
東
洋
史
研
究
者

で
京
城
帝
国
大
学
教
授
、
東
本
願
寺
の
第
二
一
世
大
谷
光
勝
氏
の
孫
に
あ
た
る
大
谷

勝
真
氏
の
所
蔵
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ
時
に
、
同
氏
所
蔵
の
『
大
外
記
中
原

師
生
母
記
）
4
（

』（
文
禄
四
年
・
五
年
記
）『
院
中
御
湯
殿
上
日
記
）
5
（

』（
天
正
一
五
年
〜

一
九
年
記
）
の
影
写
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
記
は
一
ま
と
ま
り
に
伝
来
し
た
ら

し
く
、
当
初
本
記
は
、『
大
外
記
中
原
師
生
母
記
』
と
と
も
に
『
院
中
御
湯
殿
上
日
記
』

の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
た）6
（

。
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
に
は
、
紙
背
文
書
の
謄

写
本
が
作
成
さ
れ
て
い
る）7
（

。

2　

体
裁

本
記
は
三
七
紙
か
ら
成
る
。
冒
頭
部
分
が
失
わ
れ
る
な
ど
全
体
的
に
傷
み
が
あ
る

が
、
正
月
一
日
よ
り
一
二
月
末
日
ま
で
通
年
で
残
る
。
料
紙
は
大
き
さ
に
多
少
の
違

い
は
あ
る
も
の
の
、
縦
二
四
㎝
、
横
四
二
㎝
前
後
で
あ
る
。
本
文
は
文
書
の
紙
背
を

利
用
し
、
横
二
つ
折
に
し
て
上
下
に
記
さ
れ
て
い
る
（
口
絵
写
真
参
照
）。
紙
の
右

端
は
、
左
端
に
比
べ
や
や
余
白
を
と
り
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
綴
じ
穴
は
上
下
二

つ
ず
つ
、
二
組
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
い
ず
れ
も
文
字
に
か
か
っ
て
い
る
部
分
が

あ
り
、
執
筆
時
に
は
綴
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
執
筆
後
、
折
ら
れ

た
状
態
で
右
側
を
綴
じ
る
横
帳
に
仕
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
大
正
一
〇
年

作
成
の
影
写
本
で
は
、
配
列
に
若
干
の
錯
簡
が
見
え
る
。
ま
た
影
写
本
を
基
に
、
昭

史
料
紹
介史

料
編
纂
所
所
蔵
『
大
外
記
中
原
師
廉
記
』
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和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
に
本
記
を
紹
介
し
た
斎
木
一
馬
氏
は
「
縦
約
四
寸
の
巻
子

本
」
と
記
し
て
い
る）8
（

。
こ
れ
は
影
写
本
が
、
あ
た
か
も
折
紙
の
上
下
が
切
断
さ
れ
横

に
継
が
れ
た
巻
子
装
で
あ
る
か
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

現
在
本
記
は
修
補
裏
打
の
上
、
一
紙
ず
つ
開
い
た
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

本
文
は
主
に
仮
名
で
記
さ
れ
、
女
房
言
葉
も
混
在
し
て
い
る
点
、
特
徴
的
で
あ
る
。

3　

記
主

記
主
の
中
原
師
廉
は
、
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
生
、
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）

三
月
大
外
記
と
な
り
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
八
月
、
六
六
才
で
没
し
た
と
い

う
）
9
（

。『
押
小
路
家
譜
』『
地
下
家
伝
』
な
ど
で
は
師
象
の
子
と
す
る
が
、
師
廉
の
叙
爵

時
の
記
事
に
は
「
も
ろ
か
た
む
ま
こ
も
ろ
か
と
（
師
象
孫
師
廉
）」
と
見
え
、
孫
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る）10
（

。
本
記
の
天
正
三
年
時
点
で
は
、
四
九
歳
で
正
四
位
下
掃
部
頭
・
造

酒
正
・
大
外
記
兼
助
教
の
地
位
に
あ
っ
た
。
息
女
の
一
人
は
こ
の
年
、「
御
や
や
の

御
局
」
と
し
て
、
誠
仁
親
王
に
祗
候
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
一
一
月
二
九
日
条
）。

中
原
氏
は
、
太
政
官
外
記
局
の
首
席
大
外
記
を
歴
代
勤
め
、
局
務
家
と
称
さ
れ

た
）
11
（

。
外
記
局
は
太
政
官
の
実
務
を
担
当
し
、
中
世
に
は
文
書
の
確
認
・
作
成
、
内
裏

で
の
行
事
の
記
録
、
先
例
勘
申
、
除
目
関
係
事
務
な
ど
に
携
わ
っ
た
官
で
あ
る
。
地

下
官
人
で
は
あ
る
が
、
宮
中
で
は
重
ん
じ
ら
れ
た
。
局
務
家
に
は
、
中
世
前
期
に
は

清
原
氏
と
中
原
氏
の
数
流
が
存
在
し
た
が
、
室
町
中
期
以
降
相
次
い
で
断
絶
し
て

い
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
中
原
氏
で
は
師
廉
の
属
す
る
家
（
近
世
の
押
小
路
家
）
の

み
に
な
っ
て
い
る
。
局
務
中
原
氏
は
そ
の
職
掌
か
ら
も
歴
代
日
記
を
残
し
て
い
る）12
（

。

局
務
家
は
ま
た
明
経
道
の
学
者
の
家
で
も
あ
り
、
師
廉
も
大
学
寮
の
官
の
一
つ
助

教
を
兼
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
造
酒
正
・
掃
部
頭
の
官
を
実
質
的
に
世
襲
し
て
お
り
、

そ
の
得
分
が
財
政
基
盤
と
も
な
っ
て
い
る）13
（

。
本
記
に
も
こ
れ
ら
の
職
に
関
わ
る
記
述

が
多
く
み
ら
れ
る
。

4　

織
田
信
長
に
関
す
る
記
事

天
正
三
年
は
長
篠
合
戦
が
あ
っ
た
年
で
あ
る
。
本
記
に
も
織
田
信
長
に
関
す
る
記

事
が
散
見
さ
れ
る
。
信
長
は
四
月
に
河
内
出
兵
（
二
日
条
・
六
日
条
・
二
一
日
条
）、

五
月
に
長
篠
合
戦
（
二
一
日
条
。た
だ
し
こ
の
記
事
は
後
日
の
挿
入
。口
絵
写
真
1
）、

八
月
に
越
前
出
兵
（
二
一
日
条
・
二
六
日
条
）
と
転
戦
し
て
お
り
、
本
記
に
も
そ
れ

ら
に
関
す
る
伝
聞
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
信
長
の
数
度
の
上
洛
時
に
は
他
の
公
家
た
ち

と
と
も
に
挨
拶
に
行
っ
て
い
る
。
三
月
一
四
日
に
は
信
長
か
ら
公
家
衆
へ
の
米
の
分

配
が
行
わ
れ
、
師
廉
は
二
石
を
賜
っ
た
（
一
四
日
条
〜
一
六
日
条
）。
同
様
に
一
一

月
八
日
に
は
、
知
行
が
宛
行
わ
れ
た
。
そ
の
他
、
三
月
に
は
赤
松
氏
の
娘
が
、
信
長

の
養
女
と
し
て
二
条
昭
実
に
嫁
す
（
二
八
日
条
）。
信
長
は
一
一
月
に
は
権
大
納
言
、

右
大
将
に
任
じ
ら
れ
る
（
四
日
条
・
七
日
条
。
口
絵
写
真
2
）。
こ
の
時
、
師
廉
は

陣
儀
に
従
い
、
ま
た
宣
旨
を
信
長
の
許
に
持
参
す
る
役
を
勤
め
た
。
信
長
か
ら
砂
金

一
〇
両
の
下
行
を
受
け
た
師
廉
は
、「
い
よ
い
よ
道
の
事
覚
悟
い
た
し
奉
公
専
一
な

り
」
と
記
し
て
い
る
。

二
、
師
廉
家
の
職
務
と
財
政

本
記
に
は
ま
た
、
公
事
銭
の
算
用
か
ら
味
噌
・
暦
等
の
購
入
ま
で
、
師
廉
家
の
収

支
に
関
す
る
記
事
が
多
く
見
え
る
。
当
該
期
の
下
級
官
人
の
経
済
状
況
、
商
業
課
役

を
納
め
る
商
人
た
ち
と
の
関
係
な
ど
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
と
い
え
よ

う
。
で
は
師
廉
家
の
収
入
は
ど
の
程
度
だ
っ
た
の
か
。
本
記
よ
り
一
〇
年
後
、
天
正

一
三
年
（
一
五
八
五
）
五
月
・
一
一
月
に
作
成
さ
れ
た
「
当
知
行
注
文
案
」
が
現
存

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
師
廉
家
の
当
知
行
分
は
酒
公
事
九
石
、
外
記
町
地
子
六

石
、
莚
公
事
一
石
、
紺
灰
役
一
石
七
斗
、
山
崎
の
油
公
事
一
斗
と
い
う）14
（

。
天
正
三
年

に
も
ほ
ぼ
同
規
模
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
、
収
入
に
は
こ
の
ほ
か
外
記
の
勤

め
に
伴
う
御
訪
な
ど
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
）。

五
月
二
八
日
条
で
は
、
妻
子
が
御
霊
社
・
北
野
社
に
お
百
度
の
願
を
立
て
て
い
る
。
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そ
の
内
容
は
「
そ
れ
か
し
さ
い
国
の
く
わ
ん
（
そ
れ
が
し
在
国
の
願
）」
と
あ
る
。

在
国
し
た
い
、
有
力
者
に
招
い
て
ほ
し
い
と
い
う
願
で
あ
ろ
う
か
。
在
国
が
祈
念
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
点
、
興
味
深
い
と
思
わ
れ
る
。
室
町
後
期
に
は
様
々
な
公
家
が

家
領
や
縁
故
の
大
名
を
頼
っ
て
在
国
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る）15
（

。
同
じ
局
務

家
の
清
原
宣
賢
な
ど
は
、
越
前
朝
倉
氏
に
招
か
れ
、
数
度
に
わ
た
っ
て
在
国
し
学
問

を
講
じ
た
。
在
国
が
、
生
計
を
立
て
る
一
つ
の
方
策
と
し
て
願
わ
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

と
も
あ
れ
小
規
模
な
家
計
で
は
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
興
味
深
い
。
以
下
、

略
述
す
る
。

1　

酒
麹
役

「
当
知
行
注
文
案
」
で
「
酒
公
事
九
石
」
と
称
さ
れ
、
最
も
大
き
な
収
入
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
兼
官
で
あ
る
造
酒
司
の
長
官
造
酒
正
の
地
位
に
伴
う
酒
麹
役
で
あ

る
。
造
酒
司
は
宮
内
省
に
属
し
、
酒
や
酢
の
醸
造
を
掌
る
官
司
で
あ
る
。
そ
の
商
業

課
役
で
あ
る
酒
麹
役
に
つ
い
て
は
、
室
町
幕
府
の
酒
屋
役
・
京
都
支
配
権
の
問
題
と

絡
ん
で
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
と
り
わ
け
戦
国
期
の
酒
麹
役
に
つ
い
て
は
、
久
留
島

典
子
の
研
究
が
あ
る）16
（

。
以
下
、
こ
の
研
究
に
学
び
つ
つ
、
天
正
三
年
時
の
酒
麹
役
の

構
造
を
推
測
し
て
い
く
。

本
記
に
は
「
さ
う
た
」「
早
田
」
な
る
人
物
が
頻
出
し
、
酒
・
味
噌
や
暦
の
購
入
、

正
月
の
買
い
物
な
ど
師
廉
家
の
細
々
と
し
た
用
を
勤
め
て
い
る
。
ま
た
北
野
社
・
清

水
寺
へ
の
月
参
り
や
信
長
の
許
へ
宣
旨
を
持
参
す
る
際
に
は
、
御
供
を
勤
め
て
い
る

（
五
月
一
日
条
・
一
一
月
七
日
条
）。
か
な
り
師
廉
に
近
侍
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

こ
の
人
物
は
造
酒
司
の
公
事
代
官
と
し
て
永
正
年
中
よ
り
見
え
る
早
田
宗
吉
の
一
族

で
あ
ろ
う
。
当
人
も
酒
屋
と
思
わ
れ
る
が
、
宗
吉
以
後
も
造
酒
司
に
携
わ
り
役
銭
徴

収
を
請
け
負
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
納
入
状
況
を
見
る
。
酒
屋
役
は
元
来
、
正
月
・
七
月
・
一
二
月
の
三
季
に
納

入
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
記
で
も
「
西
は
ら
」
が
「
さ
け
の
か
ミ
く
よ
う
（
造
酒

正
公
用
）」
七
月
分
・
一
二
月
分
の
未
納
分
を
納
入
し
て
い
る
記
事
が
あ
り
、
各
酒

屋
と
し
て
は
室
町
期
同
様
三
季
分
に
分
け
て
納
め
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
（
二
月

一
二
日
条
）。
た
だ
し
永
正
年
中
の
酒
麹
役
は
、
早
田
か
ら
一
季
分
を
ま
と
め
て
一

回
で
納
め
る
の
で
は
な
く
、
何
回
に
も
分
け
て
随
時
納
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
本

記
で
も
早
田
は
五
升
、
一
斗
、
五
〇
文
と
少
額
ず
つ
し
ば
し
ば
届
け
て
い
る
。
永
正

期
と
お
お
よ
そ
同
様
の
体
制
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
中
に
は
早
田
に
依
頼
し
た

買
い
物
類
と
算
用
（
相
殺
）
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
公
事
銭
の
納
入
の
折
に
は

女
性
が
使
者
と
し
て
多
く
み
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
記
で

も
「
ち
や
こ
」
な
ど
女
性
が
持
参
す
る
様
子
が
見
え
る
（
二
月
九
日
条
な
ど
）。

そ
の
他
、
豪
商
と
し
て
著
名
な
嵯
峨
の
「
す
ミ
の
く
ら
（
角
倉
）」（
四
月
二
〇
日

条
）
の
名
前
も
見
え
る
。

2　

外
記
町
地
子

次
に
額
の
大
き
い
の
が
、
六
石
を
得
る
外
記
町
地
子
で
あ
る
。
外
記
町
に
関
す
る

記
事
は
、
三
月
二
七
日
条
・
五
月
一
日
条
・
一
二
月
三
〇
日
条
な
ど
に
見
え
る
。
七

月
一
四
日
条
に
は
、「
御
ち
し
お
さ
ま
り
ち
や
う
別
紙
に
こ
れ
あ
り
」
と
あ
る
。
こ

れ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
天
正
三
年
分
で
は
な
い
が
、
同
時
期
の
「
外
記
町
納

帳
」
が
十
数
冊
、『
小
西
家
所
蔵
文
書
』
中
に
残
さ
れ
て
い
る）17
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
七

月
と
一
二
月
の
二
季
に
分
け
て
地
子
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
外
記
町
の
位
置
に
つ
い

て
は
、
南
北
朝
期
の
『
拾
芥
抄
』
で
は
中
御
門
北
大
宮
東
の
一
町
と
見
え
る
辺
り
で
、

「
当
知
行
注
文
案
」
で
は
「
内
野
、
野
畠
也
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る）18
（

。「
外
記
町
納
帳
」

に
は
「
き
た
ふ
な
は
し
（
北
舟
橋
）」「
ふ
し
の
木
の
し
た
（
藤
ノ
木
下
）」「
か
う
た

う
の
ま
え
（
革
堂
前
）」「
む
し
や
の
こ
う
ち
（
武
者
小
路
）」「
い
ま
つ
し
（
今
図
子
）」

な
ど
の
地
名
が
見
え
、
中
世
末
期
の
諸
司
町
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
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3　

莚
公
事
・
紺
灰
役

莚
公
事
一
石
、
紺
灰
役
一
石
七
斗
の
収
入
の
基
と
な
っ
て
い
る
の
は
掃
部
寮
で
あ

る
。
掃
部
寮
は
、
宮
内
省
に
属
す
る
寮
で
あ
り
、
宮
中
の
式
場
の
設
営
や
掃
除
を
担

当
し
た
。
設
営
に
要
す
る
莚
や
薦
・
畳
な
ど
の
調
進
も
行
う
。

本
記
で
も
、
師
廉
は
様
々
な
儀
式
に
半
畳
・
薦
・
莚
道
の
調
進
を
行
っ
て
い
る
（
正

月
一
日
条
・
二
月
一
二
日
条
・
二
月
一
九
日
条
・
四
月
二
三
日
条
・
一
一
月
五
日
条

な
ど
）。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
日
食
の
時
に
御
所
を
つ
つ
む
た
め
の
莚
の
調

進
と
そ
の
代
の
下
行
で
あ
る
（
九
月
一
五
日
条
）。
こ
の
時
に
は
、
一
部
を
「
女
し

ゆ
（
女
衆
）」
に
下
行
す
べ
き
事
が
記
さ
れ
、
こ
れ
は
「
む
し
ろ
れ
う
（
莚
料
）
の

と
き
」
の
慣
例
と
見
え
る）19
（

。
天
皇
御
服
を
担
当
す
る
山
科
家
で
は
、
そ
の
調
製
に
室

の
関
与
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）20
（

。
本
記
の
女
衆
も
具
体
的
に
は
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
妻
や
家
中
の
女
性
で
あ
ろ
う
か
。
莚
の
作
成
も
同
様
に
女
性
が

担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
ほ
か
畳
屋
・
畳
の
大
工
の
存
在
も
見
え
る

（
四
月
二
四
日
条
・
一
二
月
三
〇
日
条
）。

商
業
課
役
と
し
て
は
、
莚
公
事
（
一
二
月
二
六
日
条
）・
紺
灰
座
の
礼
物
（
正
月

二
九
日
条
な
ど
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
莚
公
事
に
関
し
て
は
「
ひ
ら
か
五

郎
」（
一
二
月
一
〇
日
条
）
な
る
人
物
の
存
在
が
見
え
る
。

紺
灰
座
は
、
紺
染
め
に
使
用
す
る
灰
を
取
り
扱
う
座
で
あ
る
。
座
法
等
が
伝
来
し
、

座
研
究
の
中
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
記
を
見
る
と
、
紺
灰
座
に
関
わ
る
人
物
と

し
て
、
佐
野
（
正
月
二
九
日
条
な
ど
）・
浦
井
（
二
月
二
日
条
な
ど
）・
八
木
入
道
（
七

月
九
日
条
な
ど
）・
大
富
（
七
月
一
三
日
条
な
ど
）
の
名
が
見
え
、
紺
灰
商
売
の
礼

物
が
正
月
・
七
月
・
一
二
月
の
三
回
納
入
さ
れ
て
い
る
。
紺
灰
座
は
、
永
正
元
年

（
一
五
〇
四
）
に
賀
々
女
流
（
佐
野
家
）・
村
腰
流
（
村
越
家
）・
矢
口
流
（
八
木
家
）・

冷
泉
座
流
四
座
と
定
め
ら
れ
た）21
（

。
そ
の
後
、
永
正
末
年
に
は
賀
々
女
流
は
佐
野
家
と

浦
井
家
の
二
つ
に
分
か
れ
、
冷
泉
座
流
は
佐
野
家
が
買
得
す
る）22
（

。
さ
ら
に
大
永
年
中

ま
で
に
は
大
富
が
村
腰
流
を
得
、
佐
野
・
浦
井
・
八
木
・
大
富
の
四
家
体
制
と
な
っ

た
）
23
（

。
天
正
三
年
に
も
こ
の
四
家
が
、
引
き
続
き
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ

の
う
ち
大
富
は
天
正
三
年
一
二
月
に
北
向
竹
千
世
丸
が
買
得
し
た
と
い
う
史
料
が
残

さ
れ
て
い
る）24
（

。
本
記
に
は
直
接
の
記
事
は
見
え
な
い
が
、
大
富
が
「
と
り
み
た
し
候
」

と
の
記
述
が
あ
る
（
一
二
月
三
〇
日
条
）。

ま
た
四
月
に
は
佐
野
家
で
、
佐
野
又
三
郎
へ
の
代
替
わ
り
が
あ
り
、
詳
細
な
記
事

が
あ
る
（
三
月
二
九
日
条
・
四
月
一
四
日
・
二
八
日
条
・
六
月
九
日
条
）。
そ
れ
に

よ
れ
ば
佐
野
か
ら
賀
々
女
流
・
冷
泉
座
流
、
そ
れ
ぞ
れ
の
補
任
銭
が
納
め
ら
れ
、
補

任
状
が
発
給
さ
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
佐
野
は
請
文
を
提
出
し
、
一
同
で
宴
会
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
時
の
紺
灰
座
の
補
任
に
関
す
る
文
書
類
は
『
壬
生
家
文
書
』
中
に
も

残
る）25
（

。
新
当
主
の
又
三
郎
は
、
こ
の
時
一
二
、
三
歳
。
後
の
佐
野
（
灰
屋
）
紹
由
と

推
測
さ
れ
る
。
風
流
の
道
に
長
け
た
近
世
初
期
の
代
表
的
な
上
層
町
衆
で
あ
る
。
彼

の
養
子
紹
益
は
、
本
阿
弥
光
悦
の
子
で
、
吉
野
大
夫
を
落
籍
し
た
話
や
『
好
色
一
代

男
』
の
モ
デ
ル
と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
る
。
後
見
を
勤
め
て
い
る
叔
父
了
佐
も
、

天
正
四
年
立
本
寺
知
積
院
に
二
貫
文
を
寄
進
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る）26
（

。

4　

山
崎
油
公
事

天
正
一
三
年
の
「
当
知
行
注
文
案
」
に
は
、
今
一
つ
山
崎
の
油
公
事
一
斗
が
あ
る
。

こ
れ
は
「
こ
く
さ
う
ゐ
ん
わ
た
り
り
や
う
山
崎
あ
ふ
ら
の
く
よ
う
」（
二
月
二
〇
日

条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
穀
倉
院
別
当
の
地
位
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
穀
倉
院
は
平
安

初
期
に
設
け
ら
れ
た
官
で
あ
る
。
京
内
の
窮
民
対
策
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
が
、
次

第
に
機
能
を
拡
大
し
、
儀
式
の
際
の
饗
膳
の
弁
備
な
ど
を
行
っ
た
。
た
だ
し
中
世
後

期
の
活
動
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
穀
倉
院
別
当
の
地
位
は
、「
わ
た
り
り
や
う
」

と
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
室
町
期
よ
り
そ
の
時
々
の
局
務
の
地
位
に
伴
う
渡
領

で
あ
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
時
期
、
後
奈
良
天
皇
か
ら
永
代
相
伝
を

認
め
ら
れ
た
と
主
張
す
る
清
原
氏
（
局
務
家
の
一
つ
）
と
の
相
論
が
続
い
て
い
た）27
（

。

前
年
天
正
二
年
に
、
師
廉
に
安
堵
の
綸
旨
が
下
さ
れ
る
が
、
本
記
の
紙
背
文
書
に
も
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関
係
史
料
が
多
く
見
え
る
。
こ
の
時
期
の
権
益
と
し
て
は
、
油
一
斗
が
毎
年
三
月
に

円
通
庵
を
通
し
て
山
崎
油
座
よ
り
上
納
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
三
月
二
日

条
・
三
日
条
）
28
（

）。

5　
「
御
あ
し
」

本
記
に
は
、
上
述
の
よ
う
な
収
支
記
事
が
多
い
こ
と
か
ら
、
撰
銭
な
ど
交
換
媒
体

に
関
す
る
言
及
も
多
く
見
え
る
（
七
月
二
一
日
条
・
八
月
九
日
条
）
29
（

）。

こ
の
中
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
銭
の
換
算
レ
ー
ト
で
あ
る
。
本
記
九
月
一
五
日
条

に
は
「
月
そ
く
（
月
食
）
御
下
行
三
百
文
代
と
て
、
壱
貫
五
百
文
」
が
下
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
同
日
条
に
は
「
八
木
あ
る
い
は
き
ん
す
・
銀
子
な
り
、
代
物
は
五
銭
た
て

な
り
」
と
あ
る
。
朝
廷
か
ら
の
下
行
額
は
当
時
、
米
・
金
子
・
銀
子
・
代
物
（
銭
）

な
ど
に
換
算
さ
れ
て
下
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
「
三
百
文
代
」
が
「
壱
貫

五
百
文
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

似
た
よ
う
な
記
述
は
他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
八
月
二
九
日
条
に
は
「
五
十
文
さ
う

た
、
此
内
百
五
十
文
御
あ
し
、
こ
め
弐
升
と
合
此
分
」
と
あ
る
。「
五
十
文
」
の
内

訳
と
し
て
、
百
五
十
文
の
「
御
あ
し
」
と
米
二
升
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

本
節
で
は
「
御
あ
し
」
の
考
察
を
行
う
た
め
、
こ
れ
を
仮
に
「
御
あ
し
」
レ
ー
ト
に

統
一
し
て
計
算
し
て
み
る
。

米
は
他
の
日
条
か
ら
二
斗
＝
「
御
あ
し
」
一
〇
〇
〇
文
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る

（
正
月
一
九
日
条
な
ど
）。
す
な
わ
ち
米
二
升
は
「
御
あ
し
」
一
〇
〇
文
で
あ
り
、
合

計
「
御
あ
し
」
二
五
〇
文
が
「
五
十
文
」
に
相
当
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
九
月
一
五

日
条
で
は
「
壱
貫
五
百
文
」
と
の
み
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
御
あ
し
」
で
「
壱

貫
五
百
文
」
が
下
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
逆
に
「
三
百
文
代
」
と

記
さ
れ
て
い
る
前
者
、
あ
る
い
は
八
月
二
九
日
条
で
い
う
「
五
十
文
」
は
、
こ
の
場

合
支
払
わ
れ
た
額
で
は
な
く
、
建
前
の
額
と
推
測
さ
れ
る
。
本
記
に
は
「
建
前
の
額
」

を
指
す
特
定
の
表
現
は
見
ら
れ
ず
、
た
だ
「
何
文
（
疋
）」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
便
宜
上
「
基
準
額
」
と
呼
ぶ
。
米
を
例
に
両
者
の
関
係
を
示
せ
ば
、
一
升
が

「
基
準
額
」
で
一
〇
文
、「
御
あ
し
」
で
五
〇
文
で
あ
る
。
同
様
に
九
月
八
日
条
で
も

米
五
升
（「
御
あ
し
」
二
五
〇
文
と
計
算
可
能
）
と
「
御
あ
し
」
一
〇
〇
文
が
都
合

七
升
、
す
な
わ
ち
「
御
あ
し
」
で
三
五
〇
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
両
者
間
の
換
算

レ
ー
ト
は
本
記
の
他
の
記
載
に
も
適
用
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
「
基
準
額
」
と
「
御
あ

し
」
に
五
倍
の
価
値
差
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
九
月
一
五
日
条
で
「
代
物
は
五
銭

た
て
な
り
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
、
こ
の
レ
ー
ト
で
あ
ろ
う
。

で
は
建
前
上
の
額
で
あ
る
「
基
準
額
」
と
「
御
あ
し
」
は
ど
の
よ
う
な
関
係
な
の

か
。
本
記
を
見
る
と
「
基
準
額
」
と
思
し
い
金
額
は
、
朝
廷
よ
り
の
下
行
や
公
事
銭

納
入
の
際
に
主
に
見
ら
れ
る
。
大
富
の
紺
灰
座
礼
物
を
例
に
見
て
み
よ
う
。
本
記
七

月
一
三
日
条
で
、
大
富
は
米
一
斗
を
御
礼
物
と
し
て
納
入
し
て
い
る
。
先
述
の
通
り

米
一
斗
は
「
基
準
額
」
で
一
〇
疋
、「
御
あ
し
」
換
算
で
は
五
〇
疋
と
な
る
。
と
こ

ろ
で
天
文
二
〇
年
（
一
五
五
一
）・
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に
は
大
富
の
御
礼
物

は
正
月
・
七
月
・
一
二
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
疋
と
定
め
ら
れ
て
い
る）30
（

。
こ
れ
は
「
基

準
額
」
で
の
礼
物
の
額
と
一
致
す
る
。
先
述
の
月
食
の
下
行
と
同
様
、
書
類
上
は
「
基

準
額
」
の
額
が
有
効
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

先
例
を
重
視
す
る
朝
廷
社
会
で
は
、
数
十
年
以
前
で
あ
っ
て
も
先
例
の
額
に
従
う

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
当
然
な
が
ら
物
価
は
変
動
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の

こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
定
額
化
さ
れ
て
い
た
あ
る
種
観
念
的
な
御
訪
や
礼
物
に
対
し

て
、
そ
の
時
々
の
実
勢
に
合
わ
せ
て
換
算
レ
ー
ト
が
適
用
さ
れ
た
、
と
想
定
で
き
る
。

直
前
の
文
意
が
よ
み
と
れ
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
い
え
な
い
が
、「
八

木
あ
る
い
は
き
ん
す
・
銀
子
な
り
、
代
物
は
五
銭
た
て
な
り
」
と
あ
る
の
は
、「
基

準
額
」
に
対
し
実
際
に
払
わ
れ
る
も
の
（
米
・
金
・
銀
・
銭
）
へ
の
換
算
を
示
し
た

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
従
っ
て
大
富
は
実
際
に
は
、
納
入
額
と
し
て
定

め
ら
れ
た
一
〇
疋
に
対
し
て
、
米
一
斗
を
納
め
た
。
先
述
の
例
で
は
「
米
」
と
「
御

あ
し
」
が
混
在
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
両
者
が
同
様
の
性
格
、
す
な
わ
ち
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そ
の
時
の
実
勢
の
額
を
示
す
か
ら
で
は
な
い
か
。
あ
く
ま
で
推
論
で
あ
る
が
、「
基

準
額
」
を
建
前
上
の
額
と
見
做
し
て
よ
け
れ
ば
、
本
記
に
お
け
る
「
御
あ
し
」
の
額

面
は
、
当
時
の
実
勢
の
額
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
一
月
五
日
条
で
は
、
信
長
の
右
大
将
宣
下
に
師
廉
が
参
仕
し
、
御
訪
と
し
て

「
弐
百
疋
代
、
時
に
こ
め
弐
石
」
を
得
て
い
る
。
先
の
換
算
レ
ー
ト
を
適
用
す
れ
ば
、

米
二
石
は
「
基
準
額
」
で
二
〇
〇
疋
、「
御
あ
し
」
で
一
〇
〇
〇
疋
と
な
る
。
す
な

わ
ち
こ
の
二
〇
〇
疋
は
や
は
り
「
基
準
額
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
同
様
に
外
記
役
を

勤
め
た
中
原
康
雄
の
『
中
原
康
雄
私
記
』
同
日
条
に
は
、「
両
局
参
陣
御
訪
各
二
百

疋
充
」
と
、「
基
準
額
」
で
の
記
述
と
な
っ
て
い
る）31
（

。
こ
の
時
期
の
日
記
に
記
さ
れ

て
い
る
御
訪
な
ど
の
額
面
は
、
そ
の
当
時
の
実
勢
額
と
は
異
な
る
建
前
上
の
額
が
示

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
本
翻
刻
は
、
二
〇
一
〇
年
〜
一
二
年
に
行
わ
れ
た
師
廉
記
輪
読
会
の
成
果
で

あ
る
。
解
題
は
輪
読
会
に
お
け
る
検
討
・
討
論
を
も
と
に
遠
藤
が
記
し
た
。

【
凡
例
】

・
文
字
は
お
お
む
ね
現
時
通
用
の
字
体
に
改
め
、
改
行
は
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と

し
た
。
補
書
・
挿
入
さ
れ
た
文
章
は
、「　

」
で
括
り
、
そ
の
旨
を
記
し
た
上
で
、

適
宜
本
文
中
に
追
い
込
み
と
し
た
。

・
本
文
に
は
読
点
お
よ
び
並
列
点
を
適
宜
加
え
た
。

・
欠
損
の
箇
所
は
字
数
を
推
算
し
て
□
ま
た
は

で
示
し
た
。
抹
消
文
字
は

左
傍
に
〻
を
付
し
、
判
読
不
能
の
塗
抹
文
字
は
、
字
数
を
推
算
し
て
■
ま
た
は

と
し
た
。
判
読
不
能
の
文
字
は

で
示
し
た
。

・
本
文
中
で
校
訂
に
よ
り
改
め
ら
れ
る
べ
き
文
字
や
加
え
ら
れ
る
べ
き
文
字
は

〔　
　

〕、
人
名
注
な
ど
参
考
の
た
め
の
も
の
は
（　
　

）
に
入
れ
傍
に
記
し
た
。

な
お
人
名
注
は
現
在
通
用
す
る
家
名
お
よ
び
名
を
用
い
、
各
月
の
初
出
時
に
示
し

た
。

・
そ
の
他
、
適
宜
○
を
付
し
て
按
文
を
示
し
た
。

・
丁
替
り
に
つ
い
て
は
、
各
丁
上
下
の
終
わ
り
に
」
を
付
し
、
そ
の
脇
に
（
1
上
）

（
2
下
）
の
よ
う
に
示
し
た
。

【
補
記
】

本
稿
は
「
中
世
に
お
け
る
合
戦
の
記
憶
を
め
ぐ
る
総
合
的
研
究
」（
科
学
研
究
費

補
助
金
・
基
盤
研
究
B　

研
究
代
表
者
金
子
拓
）、「
日
本
中
世
朝
廷
社
会
に
お
け
る

政
務
運
営
シ
ス
テ
ム
と
公
事
情
報
の
伝
達
」（
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
研
究
B

研
究
代
表
者
遠
藤
珠
紀
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

﹇
注
﹈

（
1
）  

「
貴
重
書
入
架
状
況
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
二
、
一
九
六
八
年
。

（
2
）  

史
料
編
纂
所
所
蔵
。
架
蔵
番
号
Ｒ
Ｓ
四
一
〇
〇
│
一
一
。

（
3
）  

史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
。
架
蔵
番
号
三
〇
七
三
│
一
三
八
。

（
4
）  

史
料
編
纂
所
所
蔵
。
架
蔵
番
号
原
本
・
貴
重
書
〇
三
七
三
│
五
。

（
5
）  

史
料
編
纂
所
所
蔵
。
架
蔵
番
号
原
本
・
貴
重
書
〇
三
七
三
│
三
。

（
6
）  

斎
木
一
馬
「
中
原
師
廉
及
び
師
廉
室
の
日
記
に
就
い
て
」『
斎
木
一
馬
著
作
集

二　

古
記
録
の
研
究　

下
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
。
初
出
は
『
国
史
学
』
三

五
、
一
九
三
八
年
。
な
お
大
谷
氏
は
こ
の
他
に
も
『
貞
即
記
』『
御
譲
位
記
』
な
ど
中

原
氏
伝
来
の
記
録
を
所
持
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
7
）  

史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
。
架
蔵
番
号
二
〇
七
一
・
〇
七
│
一
。

（
8
）  

斎
木
前
掲
注
（
6
）
論
文
。

（
9
）  

『
地
下
家
伝
』。

（
10
）  
『
御
湯
殿
上
日
記
』
享
禄
四
年
六
月
一
七
日
条
。

（
11
）  
遠
藤
珠
紀
『
中
世
朝
廷
の
官
司
制
度
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
。

（
12
）  

松
薗
斉
『
日
記
の
家
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
。

（
13
）  

外
記
の
兼
官
に
伴
う
得
分
に
つ
い
て
は
、
丸
山
裕
之
「
中
世
後
期
朝
廷
官
司
運
営

の
一
断
面
」『
駿
台
史
学
』
一
四
三
、
二
〇
一
一
年
。
遠
藤
珠
紀
「
中
世
朝
廷
の
運
営

構
造
と
経
済
基
盤
」『
歴
史
学
研
究
』
八
七
二
、
二
〇
一
〇
年
な
ど
参
照
。
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（
14
）  
天
正
一
三
年
五
月
一
五
日
「
大
外
記
押
小
路
師
廉
当
知
行
注
文
案
」（
図
書
寮
叢
刊

『
壬
生
家
文
書
』
一
二
〇
四
号
）。
官
務
壬
生
家
の
文
書
群
で
あ
る
が
、
一
部
に
局
務

押
小
路
家
の
文
書
が
混
入
し
て
い
る
。

（
15
）  

富
田
正
弘
「
戦
国
期
の
公
家
衆
」『
立
命
館
文
学
』
二
〇
九
、
一
九
八
八
年
。
菅
原

正
子
『
中
世
公
家
の
経
済
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
。

（
16
）  

久
留
島
典
子
「
戦
国
期
の
酒
麹
役
」
石
井
進
編
『
中
世
を
ひ
ろ
げ
る
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
一
年
。

（
17
）  

『
小
西
家
所
蔵
文
書
』
小
西
康
夫
、
一
九
九
五
年
。

（
18
）  

天
正
一
三
年
一
一
月
二
日
「
大
外
記
押
小
路
師
廉
当
知
行
注
文
案
」（
図
書
寮
叢
刊

『
壬
生
家
文
書
』
一
二
〇
二
号
）。

（
19
）  

本
記
二
五
紙
紙
背
文
書
に
も
同
様
の
内
容
が
見
え
る
。

（
20
）  

後
藤
み
ち
子
『
中
世
公
家
の
家
と
女
性
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
。

（
21
）  

紺
灰
座
に
つ
い
て
は
飯
倉
晴
武
「
永
正
十
四
年
以
後
の
長
坂
口
紺
灰
座
に
つ
い
て
」

『
国
史
談
話
会
雑
誌
』
七
、
一
九
六
四
年
。
河
内
将
芳
『
中
世
京
都
の
民
衆
と
社
会
』

思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
な
ど
参
照
。
図
書
寮
叢
刊
『
壬
生
家
文
書
』
四
、

一
〇
五
九
号
。

（
22
）  

図
書
寮
叢
刊
『
壬
生
家
文
書
』
四
、
一
〇
六
〇
号
。

（
23
）  

図
書
寮
叢
刊
『
壬
生
家
文
書
』
四
、
一
〇
五
八
号
・
一
〇
六
一
号
。

（
24
）  

図
書
寮
叢
刊
『
壬
生
家
文
書
』
四
、
一
〇
六
六
号
。

（
25
）  

図
書
寮
叢
刊
『
壬
生
家
文
書
』
四
、
一
〇
六
三
号
〜
六
五
号
。

（
26
）  

河
内
前
掲
注
（
21
）
著
書
。

（
27
）  

末
柄
豊
「
解
題
」『
史
料
纂
集　

京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵
地
下
文
書
』
八
木
書

店
、
二
〇
〇
九
年
。『
大
日
本
史
料
』
十
編
二
十
一
、
天
正
二
年
三
月
四
日
条
。

（
28
）  

円
通
庵
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
図
書
寮
叢
刊
『
壬
生
家
文
書
』
四
、
一
一
八
五
号
・

一
一
八
八
号
・
一
一
九
二
号
な
ど
も
参
照
。

（
29
）  

同
時
期
の
京
都
の
貨
幣
流
通
に
つ
い
て
は
、
川
戸
貴
史
「
一
六
世
紀
後
半
京
都
に

お
け
る
貨
幣
の
使
用
状
況
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
〇
、
二
〇
一
〇

年
参
照
。

（
30
）  

図
書
寮
叢
刊
『
壬
生
家
文
書
』
四
、
一
〇
六
三
号
〜
六
五
号
・
一
〇
六
一
号
・

一
〇
六
九
号
。

（
31
）  

『
中
原
康
雄
私
記
』
天
正
三
年
一
一
月
七
日
条
（
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
真
帳

六
一
七
三
│
二
五
〇
）。
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（
正
月
）

一
日
、
雪
少
降
、
四
方
拝
如
例
、
及
其
時
節
天
晴
、
珍
重
々
々
、
小
も
ん
の
御

は（
半
畳
）

ん
て
う
三
て
う
・
こ（薦
）も四
ま
い
・
ゑ（
莚
道
）

ん
た
う
十
二
ま
い
調
進
之
、
如
例
、
今
夜
雪

下
、
早
田
御
礼
に
き
た
る
、
□
〔
た
〕る
代
十
疋

○
以
下

欠
損
、

」上
）

1
（

□
〔
四
〕方
拝
御
さ
の
事
、
□
し
ミ
殿
御
所
、
ひ
□
〔
か
〕も
し
殿
進
上
□
□
如
年
々
、
時
の
□
□

也
、
や
く
に
あ
ら
す
、

□〔二
日
天
晴
カ
〕

□
□
□
但
少
雪
下
、
□
□
給
之
、

□
□
ゑ
も
ん
れ
い
に
き
た
る
、
く（
串
柿
）

し
か
き
二
そ
く
如
年
々
、
則
十
疋
遣
之
、
さ
か
月

し（祝
儀
）
う
き
如
年
々
、

□
〔
三
〕日
、
天
晴
、
雪
又
下
、

四
日
、
天
晴
、
御
せ
ち

□（
掃
部
寮
）

も
ん
れ
う
ま
い
り
候
、
す
き
ハ
ら
二
て
う
も
た
せ

き
た
る
、
お
の
〳
〵
沈
酔
、
百
文
く（九
献
）
こ
ん
、
さ（早
田
）
う
た
よ
り
取
よ
せ
候
、

五
日
、
天
晴
、
せ（
千

秋

万

歳

）

ん
す
ま
ん
さ
い
き
た
り
候
、
如
年
々
、
ひ（引
出
）て物
遣
之
、
昨
日
ふ
し

ミ
殿
御
所
へ
御
た
る
一
か
・
御
さ
か
な
・
あ（
浅
々
）

さ
〳
〵
一
ほ
ん
・
の
し
百
ほ
ん
も此二
色た
せ
て
、

御
れ
い
に
参
、
御
た
い
め
ん
、
御
さ
か
月
ち
や
う
た
い
如
年
例
、
珍
重
々
々
、」上
）

2
（

六
日
、
天
晴
、
壱
斗
こ
□〔め
カ
〕さう
た
も
た
せ
て
い
た
す
、
こ
れ
ハ
夕
か
た
と
あ
す
の
と

御
い
わ
ゐ
の
も
の
な
り
、
如
年
々
、
す（錫
）ゝ一
つ
い
・
さ
か
な
二
色
、
き
も
し
所
よ
り

い
て
、
な
も
し
も
た
せ
て
れ
い
に
き
た
り
候
、
す
ゝ
一
つ
い
・
さ
か
な
二
色
、
た
ゝ

ミ
や
も
た
せ
て
、
御
れ
い
に
き
た
り
候
、
さ
か
月
の
ま
せ
候
、

七
日
、
天
晴
、
か
ち
う
の
祝
儀
如
例
、

八
日
、
天
晴
、「
り
や
う
せ
ん
よ
り
、
あ
ふ
き
・
御
ち
や
う
ん
・
す
ゝ
、
も
ち
き
た

り
候
、
則
十
疋
や
り
候
、
あ
す
の
物
さ
う
た
ミ
し
ん
、
り
や
う
せ
ん
は
う
す
三
す
へ

遣
候
、」
○
八
日
〜
一
〇
日
条

の
下
部
余
白
に
記
す
、

九
日
、
天
晴
、

十
日
、
天
晴
、

□〔十
一
〕□日
、
天
晴
、

〔
ま
い
る
カ
〕

（
伏
見
宮
邦
良
王
）

　

女

□〔十
二
〕□日
、
天
晴
、

□
〔
十
〕三
日
、
天
晴
、

今
暁
村（貞

勝
）井　　
　

 

壱
斗
こ
め　
　
　

 

□〔さ
う
〕□た
も
た
せ
て
く
れ

候
、

□〔十
五
日
〕

□
□
天
晴
、
か
ち
う
の

如
年
々
、
は
う
〳
〵

□
〔
き
〕つ
ち
や
う
如

年
々
、

□〔十
六
〕□日
、
天
晴
、
御
は
い
ふ
□
□
の
こ
と
く
、
さ
う
た
□
□
も
た
せ
て
や
り
候
、
□

□
御
い
わ
ゐ
如
年
々
、
□
さ
か
月
色
々
、
珍
重
□
□
」下
）

2
（

□
は
い
ふ
の
物
と
る
、
こ

め
□
升
と
御
あ
し
十
疋
と

し
て
く
れ
候
て
、

疋
の
つ
か
う
也
、

□〔十
七
〕□日
、
天
晴
、
但
雨
下
、

□〔十
八
日
天
カ
〕

□
□
□
晴
、
但
雪
下
、
又
風
□
〔
以
〕外
也
、
禁
裏
御
三
□〔き
つ
〕□ち
や
う
如
例
、

十
九
日
、
天
晴
、
御
あ
し
弐
百
五
十
文
代
五
升
也
、
さ
う
た
か
つ
〳
〵
あ
す
の
御
い

わ
ゐ
の
物
、

廿
日
、
天
晴
、
か
ち
う
御
祝
儀
如
年
例
、
珍
重
□
□

廿
一
日
、
天
晴
、

廿
六〻二
日
、
天
晴
、

廿
三
日
、
天
晴
、

廿
四
日
、
天
晴
、
但
入
夜
雨
、
か
ミ
な
り
以
外
也
、

廿
五
日
、
天
晴
、

廿
六
日
、
天
晴
、
村
井
所
へ
礼
に
出
候
、
あ
ふ
き
十
ほ
ん
も
た
せ
て
行
候
、
け
さ
ん

に
入
候
、
き
け
ん
珍
重
々
々
、

廿
七
日
、
天
晴
、」上
）

3
（

廿
八
日
、
天
晴
、
壱
斗
五
升
さ
う
た
も
た
せ
て
昨
日
早
朝
に
く
れ
候
、
今
日
当
納
さ

ん
よ
う
の
日
也
、
い
た
す
、
此
内
五
升
ハ
廿
日
の
ひ
の
た
り
、
の
こ
り
ハ
け
ふ
の
ま

て
、

廿
九
日
、
天
晴
、
五
斗
こ
め
さ
う
た
所
よ
り
お
と
こ
に
も
た
せ
て
く
れ
候
、
か
つ

〳
〵
九
十
六
文
か
、
く
こ
ん
、
す
ゝ
か
す
六
ツ
、
に（西
大
路
）

し
お
ち
の
さ（佐
野
）の所
よ
り
と
り
よ

但
入
夜
雨
下
、
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せ
候
、
こ（
紺

灰

商

売

）

ん
は
い
し
や
う
は
い
の
御
れ
い
も
つ
正
月
ふ
ん
と
り
よ
せ
候
、
や
ゝ
つ
か

ひ
な
り
、
か
ミ
や
り
候
、

卅
日
、
天
晴
、

　

□
〔
二
〕月
小

□〔一
日
〕□天
晴
、
百
四
文
か
く
こ
ん
、
□〔す
〕ゝ
か
す
四〻六
ツ
あ
ま
り
、

の
所
よ
り
お
な
し

く
□
〔
い
〕た
し
て
と
り
よ
せ
候
、
□〔か
カ
〕きつ
け
や
り
て
」下

）

3
（

つ
か
う
弐
百
文
の
□
〔
ふ
〕ん
な
り
、

た
ゝ
い
ま
□
□
こ
め
の
さ
た
□
□
候
ま
ゝ
、
こ
の
ふ
ん
□〔つ
か
〕□う
弐
百
文
か
こ
め
ハ

な
り
ト
云
々
、

二
日
、
天
晴
、「
五
十
文
ミ
そ
、
う（浦
井
）

ら
い
所
よ
り
と
り
よ
せ
候
、
や
ゝ
し
て
か
き
つ

け
候
て
、
く
れ
候
、」
○
二
日
〜
四
日
条
の

下
部
余
白
に
記
す
、

三
日
、
天
晴
、

四
日
、
天
晴
、

五
日
、
天
晴
、
ひ（彼
岸
）
か
ん
に
入
、

六
日
、
天
晴
、

七
日
、
天
晴
、
正
面
、
内
々
も
、

八
日
、
天
晴
、
但
入
夜
雨
下
、中日
如
年
々
、

か
ち
う
お
の
〳
〵
と
き
也

〻
〻
〻
と
き
也
、

九正面日
、
雨
下
、
壱
斗
こ
め
、
さ（早
田
）
う
た
ち
や
こ
に
も
た
せ
て
く
れ
候
、
此
内
五
升
ハ
卅

日
に
い
た
す
ふ
ん
、
た
ゝ
い
ま
く
れ
候
、

十
日
、
雨
下
、
正
面
同
、

十
一
日
、
天
晴
、「
す
ゝ
一
つ
い
・
こ
ふ
・
し（
食
籠
）

き
ろ
う
、
し
ゆ
こ
う
も
た
せ
て
く
れ

候
、」
○
下
部
の
余

白
に
記
す
、

十
二
日
、
天
晴
、
但
終
日
天
く
も
る
、
七
斗
四
升
五
合
、
西
は
ら
も
た
せ
て
ま
い
り

候
、
こ
れ
ハ
さ（
造

酒

正

公

用

加

増

分

）

け
の
か
ミ
く
よ
う
か
そ
う
ふ
ん
」上
）

4
（

七
月
ふ
ん
五
百
文
・
同
十
二
月

ふ
ん
五
百
文
か
り
こ
し
候
、
此
二
き
の
ふ
ん
を
さ
ん
よ
う
し
て
、
三
文
ニ
な
り
、
そ

い
物
い
ま
よ
り
ひ
き
て
の
こ
り
此
ふ
ん
も
た
せ
候
て
、
に
し
は
ら
ま
い
り
候
、
う
け

と
り
二
き
の
ふ
ん
い
ま
よ
り
か
き
て
や
り
候
、
二
ま
い
わ
た
し
□
〔
候
〕め
て
た
く
候
、

時
也
〻
〻
 

七
升
ふ（伏
見
宮
邦
良
王
）

も
し
御
所
の
御（万
里
小
路
惟
房
女
）

ふ
く
ろ
さ
ま
へ
返
候
、
二
斗
か
り
、
の
こ
り
の
内
へ
あ
つ
き

か
わ
ら
け
、
き
ぬ
一
ひ
き
御
ね
ら
せ
候
つ
る
ま
て
、
た
ひ
候
ふ
ん
、
と
ん
□〔け
ゐ
カ
〕
□
ん
ま

て
御
さ
ん
よ
う
め
さ
れ
候
と
云
々
、
さ
候
へ
ハ
の
こ
り

し
て
、
壱
斗
か
り

□
□
候
、
め
て
た
く
候
□
□

三
升
三
合
御
ち
よ
所
へ
返
、
又
御
な
り
の
む
し
ろ
」下
）

4
（

ち
ん
壱
升
七
分
に
つ
き
て
、

五
升
返
候
ふ
ん
な
り
、
さ
候
へ
ハ
の
こ
り
て
五
升
也
、

十
三
日
、
天
晴
、

十
四
日
、
天
晴
、

十
五
日
、
天
晴
、
但
雨
下
、

十
六
日
、
天
晴
、
但
入
夜
雨
下
、

十
七
日
、
雨
下
、

十
八
日
、
天
く
も
る
、

十
九
日
、
天
晴
、
五
斗
こ
め
、
い
せ
内
宮
か
り
せ
ん
く
う
の
日
時
さ
た
め
御
下
行
、

さ（
雑

掌

）

つ
し
や
う
か
た
よ
り
い
た
し
候
、
神
宮
て
ん
そ
う
や（柳
原
資
定
）

な
き
わ
ら
と
の
な
り
、
う
け

と
り
五
十
疋
の
を
と
ゝ
の
へ
ま
い
ら
せ
候
、
ひ（
膝
突
）

さ
つ
き
の
御
下
行
な
り
、
れ
い
の
こ

と
し
、

廿
日
、
天
晴
、
こ（

穀

倉

院

渡

領

）

く
さ
う
ゐ
ん
わ
た
り
り
や
う
山
崎
」上
）

5
（

あ（
油

公

用

）

ふ
ら
の
く
よ
う
の
事
、

む（村
井
貞
勝
）

ら
井
お
り
か
ミ
い
た
し
候
、
め
て
た
く
候
、

廿
一
日
、
天
晴
、
山
崎
へ
お
り
か
ミ
つ
け
候
、
へ（別
儀
）
ち
き
な
し
、
珍
重
々
々
、
め
て
た

く
候
、

今
夜
い
ぬ
の
こ三
く
、
い
せ
な
い
く
う
か
り
せ
ん
く
う
日
時
定
な
り
、
か
も
ん
れ
う
ミ

や
う
た
い
ま
い
り
候
、
ひ
さ
つ
き
一
て
う
も
た
せ
て
ま
い
り
候
、

「
し（
親

王

宣

下

）

ん
わ
う
せ
ん
け
、
つ（
付

行

）

け
お
こ
な
ひ
こ
れ
あ
り
、
ふ（伏
見
宮
邦
良
王
・
梶
井
宮
惟
常
王
・

し
ミ
殿
御
所
は
し
め

三妙法
院
宮
性
胤
王
）

ヶ
所
な
り
、
記
録
有
別
紙
、
下
行
か
た
、
か
た
の
こ
と
く
こ
れ
あ
り
、
し
さ
い
別

紙
に
こ
れ
あ
り
、」
○
行
間

に
記
す
、

夕
め
し
、
し（

集
註
談
義
カ
）

う
ち
う
た
ん
き
也
、
入
夜
八
時
分
よ
り
大
雨
下
、
以
外
也
、「
く（勧
修
寺
晴
右
）

わ
ん
し
ゆ
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寺
殿
大
納
言
殿
御
そ（
奏
慶
）

う
け
い
あ
り
、」
○
行
間

に
記
す
、す
ゝ
一
つ
い
・
さ
か
な
二
色
さ
う
た
も

た
せ
て
ま
い
り
候
、
め
て
た
く
候
、」下
）

5
（

す
ゝ
一
つ
い
・
さ
か
な
色
々
、
く（勧
修
寺
晴
右
）

わ
ん
も
し

殿
よ
り
た
ま
ハ
り
候
、
す
ゝ
一
つ
い
・
さ
か
な
色
々
、
ち
ん
、
く
わ
も
し
も
た
せ
て

ま
い
り
候
、

百
文
く
こ
ん
■さう
たよ〻
り〻
所
よ
り
と
り
よ
せ
候
、
こ
れ
ハ
正
月
十
日
の
物
い
た
し
候
ハ

て
、
お
き
候
、
ミ
し
ん
に
い
た
し
候
、
こ
れ
廿
日
の
夕
か
た
□〔い
カ
〕たし
候
、
こ
ゝ
に
か

く
、

廿
二
日
、
雨
下
、
但
及
晩
上
、
天
晴
、

廿
三
日
、
天
晴
、

廿
四
日
、
天
晴
、

廿
五
日
、
天
晴
、
但
雨
下
、
上
、

廿
六
日
、
雨
下
、

廿
七
日
、
天
晴
、

廿
八
日
、
天
晴
、

廿
九
日
、
天
晴
、
雨
下
歟
、

　

三
月

一
日
、
天
晴
、

二
日
、
天
晴
、
山
崎
へ
上
使
二
人
、
六〻三
人
ち
う
六
人
さ
し
く
た
す
□
□
馬
に
の
せ
候
、

や
き

」上
）

6
（

か
ち
也
、
む（貞
勝
）ら井
□
□
ミ
や
け
と
申
候
て
□
□
ち（
中
間
）

う
け
ん
一
人
く

れ
候
、
合
六
人
な
り
、
此
方
に
て
出
た
ち
申
つ
け
候
、
や（八
木
）き入
道
色
々
し
ん
し
や
く

し
て
、
し
う
ち
う
ハ
し
た
ゝ
め
せ
す
、
一
せ
う
〳
〵
、

三
日
、
天
晴
、
か
ち
う
の
御
し
う
き
れ
い
の
こ
と
し
ト
云
々
、
昨
日
よ
り
そ
れ
か
し

ハ
と（鳥
羽
）はさ（西
園
寺
公
朝
）

い
お
ん
ち
殿
御
所
へ
参
候
、
か
の
く
よ
う
に
つ
き
て
、
も
し
〳
〵
よ
う
の

事
も
や
と
く
た
り
候
、
へ
ち
き
な
し
、
珍
重
々
々
、
あ
ふ
ら
壱
斗
請
取
、
お
の
〳
〵

上
洛
珍
重
々
々
、
ゑ（
円

通

庵

）

ん
つ
う
あ
ん
お
く
り
状
こ
れ
あ
り
、
則
返
事
如
例
、
め
て
た
し

〳
〵
、
あ
ふ
ら
方
々
し
ん
上
、
祝
着
こ
れ
に
す
き
す
、
ま
い
り
候
所
々
一
か
き
、
別

紙
に
こ
れ
あ
り
、
め
て
た
く
候
、」下
）

6
（

す
ゝ
一
つ
い
・
さ
か
な
、
さ（早
田
）
う
た
所
よ
り
れ
い
ね
ん
の
こ
と
し
、
す
ゝ
一
つ
い
、
お

も
て
よ
り
さ
か
な
た
ひ
候
、
一
つ
ゝ
、
こ
す
ゝ
・
さ
か
な
二
色
、
き
も
し
所
よ
り
、

四
日
、
天
晴
、
昨
日
の
（
織
田
信
長
）

ふ
長
殿
御
上
洛
、
珍
重
々
々
、
今
日
お
の
〳
〵
た（
堂

上

）

う
し
や
う

か
た
御
い
て
あ
り
、
御
と
も
申
候
、
や（
大
和
衆
）

ま
と
し
う
つ（筒
井
順
慶
）

ゝ
い
を
さ
き
と
し
て
た
い
て
い

の
こ
ら
す
御
れ
い
を
申
候
、
つ
ゝ
い
し
ん
も
つ
、
と（虎
）らの
か
わ
三
ま
い
・
せ（氈
）ん二
ま

い
・
か（
唐
糸
）

ら
い
と
一
お
り
、
此
三
色
、
の
こ
り
し
う
馬
・
た
ち
、
あ
る
い
き
ん
す
と
う

な
り
、
此
外
れ
い
し
う
、
寺
社
本
所
」上
）

7
（

あ
る
い
は
地
下
し
う
、
そ
の
か
す
を
し
ら
す
、

国
し
う
お
の
〳
〵
也
、
目
を
お（
驚

）

と
ろ
か
し
候
畢
、
珍
重
々
々
、

五
日
、
天
晴
、
入
夜
雨
下
、

六
日
、
天
晴
、
但
雨
下
、
以
外
也
、

七
日
、
天
晴
、
な（内
侍
）
い
し
所
へ
御
か（神
楽
）
く
ら
ま
い
ら
せ
、
め
て
た
く
候
、

八
日
、
天
晴
、
正
面
、
同
、

九
日
、
天
晴
、
三
升
こ
め
、
さ
う
た
、
か
つ
〳
〵
、
正
面
、
但
入
晩
有
之
、

十
日
、
天
晴
、
の
ふ
な
か
殿
御
ミ
ま
い
、

十
一
日
、
天
晴
、
の
ふ
な
か
殿
た
い
め
ん
、
き（機
嫌
）
け
ん
珍
重
々
々
、
た
う
し
や
う
か
た

各
々
連
参
、
こ
と
〳
〵
く
た
い
め
ん
、
同
道
申
畢
、
珍
重
々
々
、
も
め
ん
一
た
ん
、

や
き
入
道
所
よ
り
も
た
せ
て
た
ひ
候
、
こ
ん
は
い
の
御
れ
い
、
正
月
ふ
ん
か
つ
〳
〵
、

百
廿
文
に
し
て
、

十
二
日
、
天
晴
、
但
入
夜
雨
下
、」
下
）

7
（

か（風
以
下
）

せ
い
け
以
外
也
、

十
三
日
、
雨
降
、

十
四
日
、
天
晴
、
の
ふ
な
か
殿
よ
り
諸
公
家
・
諸
門
跡
か
た
へ
、
米
今
日
よ
り

は（
配
当
）

い
た
う
こ
れ
あ
り
、
き（切
符
）
つ
ふ
正（実
彦
）親町
殿
よ
り
被
出
之
、

十
五
日
、
天
晴
、
そ（中
原
師
廉
）

れ
か
し
今
日
き
つ
ふ
正
親
町
殿
給
之
、
弐
石
の
し
う
な
り
、

く（壬
生
朝
芳
）

わ
ん
む
同
前
、
き
つ
ふ
一
し
ゆ
に
あ
そ
は
し
給
候
、
珍
重
々
々
、

　
　

御
蔵
よ
り
米
事
、
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合
四
石
者
、
請
取
申
、

　
　

天
正
三
年
三
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　

大
け
き
此
方　
　
こ
ゝ
に
判

を
す
へ
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　

く
わ
ん
む　
　
　

同
、

　
　

隼（中
村
）人佑
殿

　
　

し
や
う
と
く
殿

き
つ
ふ
此
ふ
ん
な
り
、」上
）

8
（

う
つ
し
お
く
な
り
、
両
人
名
の
し
た
に
は
ん
を
す
へ
て
遣

候
、

十
六
日
、
天
晴
、
く
も
る
、
の
ふ
な
か
殿
よ
り
の
は
い
た
う
請
取
申
候
、
さ
う
た
上

使
に
遣
候
、
く
わ
ん
む
殿
同
前
被
請
取
之
候
也
、

十
七
日
、
天
晴
、
但
雨
下
、

十
八
日
、
天
晴
、

十
九
日
、
天
晴
、

廿
日
、
天
晴
、

廿
一
日
、
天
晴
、
但
雨
少
下
、

廿
二
日
、
天
晴
、
昨
朝
内
侍
所
へ
御
神
楽
進
上
申
畢
、
珍
重
々
々
、

廿
三
日
、
天
晴
、
村（村
井
貞
勝
）

所
へ
女
房
衆
礼
に
遣
候
、
お
ひ
二
す
ち
つ
け
て
、
す
ゝ
一
つ
い
・

さ
か
な
・
ま
き
五
把
・
た
い
一
か
け
、
こ
の
ふ
ん
こ（
衍

）

の
ふ
ん
女
房
衆
へ
、
村
へ
お
ひ

也
、
こ
れ
そ
れ
か
し
か
た
よ
り
な
り
、
珍
重
々
々
、」下
）

8
（

入
夜
雨
下
、
八
木
一
ふ
く
ろ

面
も
し
よ
り
出
来
、

廿
四
日
、
雨
降
、
終
日
以
外
也
、

廿
五
日
、
天
晴
、

廿
六
日
、
天
晴
、

廿
七
日
、
天
晴
、
く
ら
馬
へ
参
候
、
御
は（初
尾
）
つ
を
十
疋
・
も
め
ん
一
た
ん
、
も
た
せ
て

参
候
、
こ
れ
け（
外
記
町
）

も
し
ま
ち
地
子
の
御
は
つ
を
也
、
珍
重
々
々
、

入
夜
雨
下
、
以
外
也
、

廿
八
日
、
雨
下
、
入
夜
以
外
也
、
二（二
条
昭
実
）

て
う
殿
御
か
た
御
所
へ
よ（
嫁
入
）

め
い
り
あ
り
、
の
ふ

な
か
殿
と
ゝ
の
へ
ら
れ
候
て
、
し
ん
上
な
り
、
は
り
ま
の
く
に
あ（
赤
松
）

か
ま
つ
む
す
め
な

り
、
く〻ふ
け
の
御
所
御
さ
こ
の
つ（
局

）
ほ
ね
に
し（
祗
候
）

こ
う
の
ひ
と
な
り
、」上
）

9
（

こ
の
ほ
と

か（光
宣
）らす
丸
殿
弁
殿
し
ん
せ
ら
る
へ
き
の
と
ゝ
の
へ
、
こ
れ
あ
り
と
い
へ
と
も
、
し
ん

さ
く
と
て
ふ（不
興
）

け
う
、
の
ふ
な
か
以
外
也
、
然
間
二
て
う
殿
し
ん
し
た
て
ま
つ
ら
る
、

む
ら
井
を
あ
い
そ
へ
ら
れ
、
以
外
ち（馳
走
）
そ
う
な
り
、
珍
重
々
々
、」下
）

9
（

廿
九
日
、
天
晴
、
さ
の
ゝ
又
三
郎
、
十
二
三
の
も
の
な
り
、
自（賀
々
女
流
）

分
代
替
の
れ
い
に
ま

い
る
、
ふ（
補
任
銭
）

に
ん
せ
ん
壱
貫
弐
百
文
こ
れ
を
い
た
し
、
お
な
し
く
御
た
る
一
か
・
さ
か

な
た
い
一
か
け
・
こ
ふ
十
く
わ
ん
、
こ
の
ふ
ん
あ
い
そ
へ
て
、
お
ち
・
を
い
同
道
い

た
し
、
れ
い
に
き
た
り
候
、
さ
か
月
の
や
う
、

　
一
こ
ん
、
さ
か
月
の
ま

へ
に
お
き
て
、　

こ
ふ
・
の
し
、
さ
か
月

さ
ん
と
、

　

二
、
さ
か
月
、
あ
い
の
物
、
く
き
や
う
の
物
、
あ
こ
や
、
色
々
、
と
ゝ
、
し
や
う

〳
〵
と
り
ち
ら
し
て
、

　

三
、
同
さ
か
月
、
あ
い
の
物
、
た
い
の
す
い
物
、

こ
の
ふ
ん
と
ゝ
の
へ
、
も
て
な
し
申
候
、

こ
の
御
ふ
に
ん
、
ま
つ
」上
）

10
（

自
分
一
方
之
計
也
、
れ（
冷
泉
）

い
せ
い
の
座
の
事
か
さ
ね
て
申

つ
け
候
へ
く
候
、
こ
れ
も
同
前
、
ふ
に
ん
の
さ
た
こ
れ
あ
り
、
此
ふ
に
ん
せ
ん
た
ゝ

い
ま
自
分
今
日
、
の
内
、
弐
百
文
ハ
さ
う
た
所
へ
つ
か
わ
し
候
、

　

卯
月
大
一
日
、
天
晴
、

二
日
、
天
晴
、

三
日
、
天
晴
、
の（織
田
信
長
）

ふ
な
か
殿
南
方
へ
て
つ
か
い
あ
り
、」下
）

10
（

さ（
先
勢
）

き
せ
い
今
日
よ
り
さ
し

つ
か
わ
さ
る
ゝ
と
云
々
、
珍
重
々
々
、

四
日
、
天
晴
、
さ
き
せ
い
如
昨
日
、

五
日
、
天
晴
、

六
日
、
天
晴
、
の
ふ
な
か
殿
南
方
へ
御
陣
た
ち
、
今
日
ハ
や（八
幡
）
わ
た
に
ち（陣
）んを
か
け
ら

る
と
云
々
、
ゑ（
円
福
）

ん
ふ
く
寺
の
ま
へ
に
て
、
た
う
し
や
う
か
た
お
の
〳
〵
御
け
ん
ふ
つ
、
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そ
れ
か
し
も
御
と
も
申
畢
、
の
ふ
な
か
殿
し（
諸
勢
）

よ
せ
い
せ（前
後
）
ん
こ
二
万
は
か
り
ト
云
々
、

七
日
、
天
晴
、

八
日
、
天
晴
、
入
夜
雨
下
、

九
日
、
天
晴
、
但
入
夜
雨
下
、
五
升
こ
め
さ（早
田
）
う
た
も
た
せ
て
き
た
り
候
、
あ
す
の
物
、

十
日
、
雨
下
、
但
又
天
晴
、

十
一
日
、
雨
下
、
但
又
天
晴
、

十
二
日
、
天
晴
、
但
雨
下
、
入
夜
□
〔
以
〕外
大
雨
下
、

十
三
日
、
天
晴
、

十
四
日
、
天
晴
、
さ（佐
野
）のゝ
又
三
郎
」上
）

11
（

所
へ
今
日
ふ（補
任
）

に
ん
遣
候
、
ぬ（佐
野
又
三
郎
）

し
き
た
り
て
、

い（
印
判
）

ん
は
ん
を
お
し
、
い
ま
た
よ（
幼
少
）

う
せ
う
の
あ
い
た
、
は（
判

形

）

ん
き
や
う
せ
す
候
よ
し
申
候

の
あ
い
た
、
し
か
ら
ハ
つ
か
い
つ
け
候
、
い
へ
に
い
ん
は
ん
あ
る
へ
し
、
そ
れ
を
も

ち
き
た
り
、
お
し
候
へ
き
よ
し
、
さ
う
た
新
介
を
も
つ
て
申
つ
か
わ
し
候
処
ニ
、
ぬ

し
き
た
り
、
い
ん
は
ん
を
も
ち
て
さ（
佐
野
了
佐
）

の
ゝ
り
う
さ
、
こ
れ
お
ち
也
、
同
又
三
郎
、
両

人
き
た
り
て
、
こ
の
い
ん
は
ん
を
お
し
と
ゝ
の
へ
、
う
け
文
あ
け
候
、
則
ふ
に
ん

そ（
袖
判
）

て
は
ん
を
と
ゝ
の
へ
、
お
な
し
く
遣
候
、
こ
の
間
の
つ
か
い
さ
う
た
し
ん
す
け
な

り
、
事
す
き
、
て
う
〳
〵
し
う
き
」下
）

11
（

の
以
後
、
さ
か
月
と
り
、
さ
か
な
に
て
一
こ

ん
の
ま
せ
申
候
、
長
久
の
よ
し
公
私
よ
ろ
こ
ひ
□
□
珍
重
々
々
〳
〵
、
れ
い
せ
い
の

さ
の
事
□
〔
か
〕さ
ね
て
可
申
遣
候
、
こ
れ
れ
い
な
り
、
め
て
た
し
〳
〵
、
す
ゝ
一
つ
い
・

し
き
ろ
う
、
さ
う
た
も
た
せ
て
ふ
る
ま
い
申
候
、
め
て
た
く
候
、
わ
か
上
ら
ふ
よ
ひ

候
時
し
ろ
物
い
る
也
、」上
）

12
（

十
五
日
、
天
晴
、

十
六
日
、
天
晴
、

十
七
日
、
天
晴
、

十
八
日
、
天
晴
、

十
九
日
、
天
晴
、

廿
日
、
天
晴
、「
こ
め
壱
斗
六
升
さ
う
□
□
す
ミ
の
く
ら
よ
り
、
御
あ
し
弐
百
文
と
合

壱
斗
の
つ
か
う
百
文
、
あ
も
し
ゝ
て
取
候
ま
て
弐
百
文
の
つ
か
う
す
ミ
候
、
さ
け
、
二

て
う
の
ち（
地
子
銭
当
納
）

し
せ
ん
た
う
な
う
沙
汰
す
ミ
候
、う
け
取
や
り
て
取
候
、」
○
二
〇
日
・
二
一
日
条

の
行
間
・
余
白
に
記
す
、

□〔廿
一
〕□日
、
天
晴
、
の
ふ
な
か
殿
南
□
〔
方
〕よ
り
御
か（
開
陣
）

い
ち
ん
、
珍
重
々
々
、
ま
へ
の
こ
と

く
た
う
し
や
う
お
の
〳
〵
、
ゑ
ん
ふ
く
ち
の
ま
へ
に
て
御
参
会
也
、
則
の
ふ
な
か
殿

下
馬
、
た
う
し
や
う
・
た（堂
下
）
う
か
お
の
〳
〵
御
れ
い
を
申
候
畢
、
も（中
原
師
廉
）

ろ
か
と
同
前
、
き

け
ん
珍
重
々
々
、」下
）

12
（

廿
二
日
、
天
晴
、

廿
三
日
、
天
晴
、
四
は（
方
拝
）

う
は
い
の
け（
下
行
）

き
や
う
の
こ
り
壱
貫
百
五
十
文
の
し
ろ
ま
め
壱

石
壱
斗
五
升
、
庭（重
保
）田殿
ふ（
奉
行
）

き
や
う
か
う
は
所
よ
り
わ
た
し
申
候
、
こ
れ
に
て
弐
貫

三
百
文
の
つ
か
う
あ
ひ
申
候
、
珍
重
々
々
、
こ
れ
去
四
は
う
は
い
ふ
ん
な
り
、
す
ミ

候
、
去
年
十
二
月
廿
九
日
に
米
壱
石
壱
斗
五
升
請
取
申
候
畢
、
そ
の
の
こ
り
也
、

廿
四
日
、
天
晴
、
但
入
夜
雨
下
、
以
外
也
、

「
三
斗
九
升
た
ゝ
ミ
や
へ
ミ（未
下
）けの
ふ

ん
や
り
候
、
こ
れ
に
て
壱
貫
九
十
文
の
つ
か
う
す
ミ
候
、」
○
二
四
日
・
二
五
日

条
の
行
間
に
記
す
、

廿
五
日
、
雨
下
、
終
日
、

廿
六
日
、
天
晴
、

廿
七
日
、
天
晴
、」上
）

13
（

廿
八
日
、
天
晴
、
の
ふ
な
か
殿
帰
国
也
、

こ（
紺

灰

問

屋

職

）

ん
は
い
と
い
や
し
よ
く
れ
い
せ
い
の
さ
ふ
ん
、
さ
の
自
分
の
ほ
か
、
お
な
し
く
如

先
々
さ
の
存
す
る
者
也
、
御
ふ
に
ん
今
日
つ
か
わ
し
申
、
う
け
文
の
事
こ
れ
あ
り
、

御
れ
い
壱
貫
二
百
文
い
た
し
候
、
八
木
又
□
け
御
あ
し
壱
貫
文
、
か
や
う
の
物
に
て

い
た
し
、
此
之
内
弐
百
文
の
と
お
り
さ
う
た
に
遣
候
、
珍
重
々
々
、
御
さ
か
月
自
分

御
れ
い
の
」下
）

13
（

時
の
こ
と
し
、

廿
九
日
、
天
晴
、

卅
日
、
天
晴
、

　

五
月

一
日
、
天
晴
、
さ（早
田
）
う
た
所
よ
り
い
た
す
け
ふ
の
御
い
わ
い
の
物
五
升
と
、
又
卯
月
一
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日
の
物
同
五
升
と
ハ
、
一
日
わ
か
上
ら
ふ
、
さ
う
た
・
と
ら
・
ふ
く
三
人
あ
さ
所
に

よ
ひ
候
時
、
わ
か
上
ら
ふ
に
お（帯
）ひの
物
十
疋
お
り
か
ミ
や
り
候
に
、
す
く
に
と
り
候

へ
と
申
候
ま
ゝ
、
き
の
ふ
の
も
き
た
り
候
ハ
す
候
、
さ（
算
用
）

ん
よ
う
に
し
候
、
め
て
た
く

候
、
き（北
野
社
）

た
の
・
き（祇
園
社
）

お
ん
・
き（清
水
寺
）

よ
ミ
つ
へ
ま
い
り
候
、
め
て
た
く
候
、」上
）

14
（

○
第
一
四
紙
下
・

一
五
紙
上
白
紙
、

五
十
疋
き
た
の
殿
御
は
つ
を
、
こ
れ
け
も
し
ま
ち
□（
皆
領
カ
）

い
り
や
う
の
御
は
つ
を
な
り
、

あ
ふ
ら
□
斗
に
て
候
、
今
日
と（
灯

明

）

う
ミ
や
う
し
ん
上
、
正
月
よ
り
五
月
ま
て
の
月
参
、

い
ち
と
に
さ
う
た
め
し
つ
れ
候
て
、
す
ま
し
申
候
、
め
て
た
く
候
、
五
十
疋
き
よ
ミ

つ
へ
御
は
つ
を
、
こ
れ
も
け
も
し
ま
ち
の
御
は
つ
を
同
前
也
、
珍
重
々
々
、
月
参
の

事
ハ
こ
れ
又
也
、
す
ゝ
一
つ
い
・
し
き
ろ
う
、
さ
う
た
も
た
せ
ま
い
り
候
て
ふ
る
ま

い
候
、
珍
重
々
々
、

二
日
、
天
晴
、
但
入
夜
雨
下
、

□〔三
日
〕□天
晴
、」下
）

15
（

四
日
、
天
晴
、
五
升
こ
め
、
さ
う
た
あ
す
の
御
い
わ
ゐ
の
物
に
て
候
、

五
日
、
天
晴
、
か（家
中
）
ち
う
の
御
祝
儀
如
例
年
、
す
ゝ
一
つ
い
・
さ
か
な
二
色
、
さ
う
た

御
れ
い
に
ま
い
り
候
、
如
年
々
、

す
ゝ
一
つ
い
・
さ
か
な
・
ま（粽
）き・
め
せ
い
も
し
の
し
ゆ
、
こ
も
し
、
御
た
る
す
ゝ
一

つ
い
、
や（八
木
）きさ
か
な
・
ま
き
・
の
し
ま
い
り
候
、
こ
れ
り
ん
し
也
、
一
つ
い
す
ゝ
・

さ
か
な
二
色
お
も
て
よ
り
同
り
ん
し
な
り
、
す
ゝ
一
つ
い
・
さ
か
な
二
色
ゑ
い
も
し

殿
お
も
て
よ
り
、
お
な
し
く
こ
す
ゝ
一
つ
い
・
さ
か
な
き
も
し
所
よ
り
、
い
と
持
て

れ
い
に
来
、
い
つ
も
の
こ
と
し
、」上
）

16
（

六
日
、
天
晴
、

七
日
、
天
晴
、
く
こ
ん
十
疋
に
て
、
す
ゝ
か
す
五
文
、
さ（佐
野
）の所
よ
り
取
候
、
合
九
百

文
の
と
お
り
、
御
あ
し
百
疋
ま
て
也
、

し
ろ
か
ね
十
六
め
八
分
き
よ
〳
〵
ね
ん
の
御
か
く
ら
ミ
け
ふ
ん
、
た
ゝ
い
ま
た
ひ

候
、
御
ふ
き
や
う
う（正
親
町
実
彦
）

ら
つ
い
し
と
の
に
て
候
つ
る
ま
ゝ
、
く（勧
修
寺
晴
右
）

わ
ん
し
ゆ
ち
殿
御
い
り

候
て
、
ミ
な
〳
〵
へ
わ
け
つ
か
わ
さ
れ
候
と
て
候
、
珍
重
々
々
、
こ
の
代
当
時

九
百
四
十
文
の
ふ
ん
也
、
四
く
わ
ん
七
百
文
の
五
ふ
ん
一
ミ
け
に
て
候
つ
る
、
そ
の

と
お
り
す
ミ
候
、

八
日
、
天
晴
、

九
日
、
天
晴
、
む（麦
）き壱
斗
さ
う
た
も
た
せ
て
く
れ
候
、
か
つ
あ
す
の
物
、

十
日
、
天
晴
、
但
少
つ
ゝ
雨
下
、

十
一
日
、
雨
下
、
少
つ
ゝ
、

十
二
日
、
天
晴
、」下
）

16
（

十
三
日
、
天
晴
、
但
及
晩
夕
立
以
外
也
、

十
四
日
、
天
晴
、

十
五
日
、
天
晴
、

十
六
日
、
天
晴
、
は（
半

夏

生

）

ん
け
し
や
う
也
、

十
七
日
、
天
晴
、

十
八
日
、
天
晴
、

十
九
日
、
天
晴
、

廿
日
、
天
晴
、

廿
一
日
、
天
晴
、
今
日
た
つ
の
時
よ
り
、
か（合
戦
）
せ
ん
は
し
ま
り
、
ひ
つ
し
の
こ
く
に
い

た
つ
て
、
か（
甲

斐

国

衆

）

い
の
く
に
し
う
は（
敗
軍
）

い
く
ん
ト
云
々
、
す（数
人
）

に
ん
う
ち
と
ら
る
ゝ
と
云
々
、

の
ふ
な
か
殿
き
け
ん
、
ち（
注
進
）

う
し
ん
の
し（
朱
印
）

ゆ
い
ん
今
日
の
ひ
つ
け
に
て
、
廿
四
日
の
ひ

む（村
井
貞
勝
）

ら
井
所
へ
の
ほ
る
也
、
珍
重
々
々
、

廿
二
日
、
天
晴
、

廿
三
日
、
天
晴
、

廿
四
日
、
天
晴
、

廿
五
日
、
天
晴
、

廿
六
日
、
天
晴
、

廿
七
日
、
天
晴
、
但
入
夜
大
」上
）

17
（

夕
立
以
外
也
、

廿
八
日
、
天
晴
、
御（御
霊
社
）

り
や
う
に
て
女
は
う
し
う
・
子
と
も
御
百
と
く（
願

立

）

わ
ん
た
て
す
ミ

廿
一
日
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候
、
珍
重
〳
〵
、
そ
れ
か
し
さ（在
）い国
の
く（
願
）
わ
ん
ト
云
々
、
珍
重
々
々
、
同
き
た
の
へ

さ
ん
け
い
、
こ
れ
も
く
わ
ん
は
た
し
、
珍
重
々
々
、

廿
九
日
、
天
晴
、
む
き
壱
斗
五
升
、
さ
う
た
も
た
せ
く
れ
候
、
こ
れ
に
て
、

た（
当
未
進
）

う
ミ
し
ん
十
月
の
ま
て
す
ミ
候
、
め
て
た
く
候
、

　

六
月
小

一
日
、
天
晴
、
か
ち
う
の
し（祝
詞
）
う
し
如
例
、
珍
重
々
々
、

二
日
、
天
晴
、

三
日
、
天
晴
、

四
日
、
天
晴
、

五
日
、
天
晴
、
と（土
用
）
よ
う
に
入
、

六
日
、
天
晴
、

七
日
、
天
晴
、
き（
祇
園
会
）

お
ん
の
ゑ
れ
い
ね
ん
の
こ
と
し
、
珍
重
々
々
、」下
）

17
（

八
日
、
天
晴
、

九
日
、
天
晴
、
五
十
文
さ（早
田
）
う
た
い
た
す
、
此
内
に
て
ミ
そ
、
御
あ
し
に
て
く
れ
候
、

さ（佐
野
了
佐
）

の
れ
う
さ
き
た
□
れ
い
せ
い
さ
の
事
申
き
た
り
候
、
ち
や
う
し
ま
、
む
ら
井
か
た

よ
り
人
を
そ
へ
て
、馬人
し
う
へ

ふ
れ
候
て
、
し
や
う
は
い
こ
ん
日
よ
り
す
る
と
云
々
、
ひ（非
分
）
ふ
ん

の
さ
た
な
り
、
く（公
事
）しハ
は
て
す
、

十
日
、
天
晴
、

十
一
日
、
天
晴
、

十
二
日
、
天
晴
、

十
三
日
、
天
晴
、

十
四
日
、
天
晴
、
き
お
ん
の
ゑ
如
例
年
、

十
五
日
、
天
晴
、

十
六
日
、
天
晴
、
か（
嘉
定
）

ち
や
う
如
例
年
、
珍
重
々
々
、
す
ゝ
一
つ
い
・
さ
か
な
、
あ
ゆ

の
す
し
一
ほ
ん
・
う
り
、
さ
の
ゝ
」上
）

18
（

れ
う
さ
も
た
せ
て
ま
い
り
候
、
け（見
参
）

さ
ん
に
て

す（数
刻
）
こ
く
御
酒
あ
り
、
珍
重
々
々
、

十
七
日
、
天
晴
、

十
八
日
、
天
晴
、
但
及
晩
夕
立
以
外
也
、

十
九
日
、
天
晴
、
少
又
雨
下
、
及
晩
天
晴
、

廿
日
、
天
晴
、

廿
一
日
、
天
晴
、

廿
二
日
、
天
晴
、

廿
三
日
、
天
晴
、 

か
の
へ

と
ら
、
及
晩
大
夕
立
、

廿
四
日
、
天
晴
、

廿
五
日
、
天
晴
、

廿
六
日
、
天
晴
、

廿
七
日
、
天
晴
、
の（織
田
信
長
）

ふ
な
□
上
洛
、
珍
重
々
々
、

廿
八
日
、
天
晴
、
の
ふ
な
か
殿
、
せ（摂
家
）
つ
け
・
せ（
清
華
）

い
く
わ
・
諸
公
家
衆
・
三
局
れ
つ
さ

ん
、
た
い
め
ん
」下
）

18
（

あ
り
、
珍
重
々
々
、

廿
九
日
、
天
晴
、
七
升
早
田
持
て
ま
い
り
候
、

　

七
月
大

一
日
、
天
晴
、
か
ち
う
の
し
う
け
ん
如
例
、

二
日
、
天
晴
、
御
は
い
ふ
、
い
つ
も
の
こ
と
く
さ（早
田
）
う
た
所
へ
も
た
せ
て
や
り
候
、
さ

か
月
す
き
て
珍
重
々
々
、
如
例
、
六
升
、
早
田
も
た
せ
て
く
れ
候
、
一
日
の
し
ろ
物

の
物
ひ
き
て
、
こ
れ
に
て
御
は
い
ふ
の
物
ま
て
す
ミ
候
、
め
て
た
く
候
、

三
日
、
天
晴
、

四
日
、
天
晴
、
但
夕
立
以
外
也
、

五
日
、
天
晴
、
又
雨
下
、「
ふ（伏
見
宮
邦
良
親
王
）

し
ミ
殿
御
所
よ
り
、
御
か
た
ひ
ら
、
ゑ
ち
こ
也
、
と

し
ま
に
も
た
せ
、
御
つ
か
い
に
て
、
は
い
り
や
う
、
し
ゆ
う
ち
や
く
く
わ
ふ
ん
の
よ

し
申
入
候
、
御
と
く
し
よ
申
候
に
つ
き
て
、
如
此
、
珍
重
々
々
、」
○
五
日
・
六
日
条

の
行
間
に
記
す
、

六
日
、
天
晴
、
め（
妙
顕
寺
）

う
け
ん
ち
に
お
い
て
、
く（
勧

進

能

）

わ
ん
し
ん
の
う
あ
り
、
か
ミ
京
・
下
京

の
め（
名
人
）

い
し
ん
、
こ
の
ほ
か
く（
観
世
座
）

わ
ん
せ
さ
以
下
ま
し
わ
り
こ
れ
あ
り
、
の（織
田
信
長
）

ふ
な
か
殿
御
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け
ん
」上
）

19
（

ふ
つ
、
せ
つ
け
・
も
ん
せ
き
二
三
人
、
く
け
し
う
・
と
し
よ
り
し
う
こ
の

ふ
ん
な
り
、
珍
重
、
さ（
桟
敷
）

ん
し
き
五
け
ん
う
た
る
、
の（
伸
葺
）

し
ふ
き
也
、
わ
れ
〳
〵
け
ん
ふ

つ
、
さ（西
園
寺
公
朝
）

い
お
ん
ち
殿
・
御
ふ
し
御
所
・
め（日
教
）うけ
ん
ち
し
や
う
に
ん
、
さ
ん
は〻し
ゝ〻
き
へ

御
い
て
あ
り
、

七
日
、
天
晴
、
か
ち
う
の
し
う
き
如
年
例
、「
早
田
も
た
る
、
此
ほ
か
は
う
〳
〵
、

す
ゝ
如
年
々
た
う
ら
い
也
、」
○
八
日
・
九
日
条

の
余
白
に
記
す
、

八
日
、
天
晴
、

九
日
、
天
晴
、
壱
貫
文
や（八
木
）き所
よ
り
、
女
は
う
も
ち
て
ま
い
り
候
、
こ
れ
ハ
こ
ん
は

い
御
れ
い
の
物
、
こ
の
月
ふ
ん
弐
十
疋
の
代
す
ミ
候
、
め
て
た
く
候
、
弐
斗
こ
め
、

さ
う
た
御
あ
し
壱
貫
文
さ
う
た
も
た
せ
て
く
れ
候
、
四
斗
の
つ
か
う
、
御
は
か
ま
い

り
の
物
」下
）

19
（

ね
ん
〳
〵
の
こ
と
し
、

十
日
、
天
晴
、
御
は
か
ま
い
り
壱
貫
文
、
御
ふ
せ
弐
百
文
代
、
ね
ん
〳
〵
の
□
〔
こ
〕と
し
、

十
一
日
、
天
晴
、

十
二
日
、
天
晴
、
御
い（
生
御
魂
）

き
ミ
た
ま
ね
ん
〳
〵
の
こ
と
し
、

弐
百
文
御
あ
し
、
こ
め
四
升
と
、
さ
う
た
も
た
せ
候
て
く
れ
候
、
め
て
た
事
の
物
、

す
ゝ
一
つ
い
、
さ
か
な
、
こ
ふ
・
し
き
ろ
う
、
さ
う
た
も
た
せ
て
、
夕
く
御
に
ま
い

り
候
、

す
ゝ
一
つ
い
、
さ
か
な
、
も
ゝ
・
あ
ら
め
、
せ
い
の
し
、
し
ゆ
も
し
も
た
せ
て
夕
め

し
に
御
出
候
、
す
ゝ
・
か
た
い
し
・
さ
か
な
、
ひ
か
も
し
殿
よ
り
、
ミ
な
〳
〵
御
い

り
候
、
大
く
も
し
め
て
た
く
候
、

十
三
日
、
天
晴
、」上
）

20
（

壱
斗
こ
め
、
大（大
富
）
と
ミ
く（公
事
銭
）

し
せ
ん
は
い
の
七
月
ふ
ん
、
め
て
た
く
候
、
百
五
十
六
文
ぬ

の
一
た
ん
、
う（浦
井
）
ら
い
御
れ
い
の
物
の
か
た
に
ま
い
り
候
、
こ
れ
も
こ
ん
は
い
の
に
て

候
、
七
当

月
ふ
ん
壱
斗
五
升
こ
め
、
さ
う
た
も
た
せ
て
く
れ
候
、
さ
る
に
、

十
四
日
、
天
晴
、
御
あ
し
五
百
文
・
さ
け
五
十
文
か
も
た
せ
て
、
さ
う
た
く
れ
候
、

代
壱
斗
也
、
御
あ
し
五
百
文
、
同
さ
う
た
も
た
せ
て
ま
い
り
候
、
こ
の
代
壱
斗
也
、

御
ち（
地

子

納

帳

）

し
お
さ
ま
り
ち
や
う
別
紙
に
こ
れ
あ
り
、
珍
重
々
々
、

し（
精

霊

）

や
う
ら
い
如
例
年
ま
つ
る
、

十
五
日
、
天
晴
、
今
暁
の
ふ
な
か
殿
御
下
向
、
早
田
れ
い
に
き
た
□
珍
重
々
々
、
さ

か
月
・
き
り
む
き
如
例
年
、」下
）

20
（

十
六
日
、
天
晴
、
百
文
か
さ
け
、
さ
う
た
よ
り
取
よ
せ
候
、
こ
れ
ま
て
五
斗
の
つ
か

う
、
当
納
の
内
、

十
七
日
、
天
晴
、
但
夕
立
以
外
□
〔
也
〕

十
八
日
、
天
晴
、
御
り
や
□
〔
う
〕ま
つ
り
如
年
例
候
、
但
か（
仮

祭

）

り
ま
つ
り
也
、
ミ
こ
し
こ
れ

な
し
、

十
九
日
、
天
晴
、
但
入
夜
夕
立
以
外
也
、

廿
日
、
天
晴
、

廿
一
日
、
天
晴
、
三
百
文
、
代
六
升
、
さ
う
た
も
た
せ
て
ま
い
り
候
、
ち
や
こ
し
て
、

此
内
百
五
十
五
文
わ
る
く
候
て
、
ゑ
り
返
候
、
や
ゝ
し
て
、

百
五
十
五
文
さ
う
た
所
よ
り
、
わ
る
物
か
へ
、
さ
る
に
も
た
せ
て
く
れ
候
、
三
百
文

の
つ
か
う
す
ミ
候
、

廿
二
日
、
天
晴
、
百
文
か
く
こ
ん
さ
る
に
も
た
せ
て
、
さ
う
た
ま
い
り
候
、

「
御（誠
仁
親
王
）

か
た
の
御
所
わ
か
ミ
や
御
た（
誕

生

）

い
し
や
う
、
う
の
こ
く
ト
云
々
、」上
）

21
（

こ
れ
と
も
に

御
五
御
所
也
、
珍
重
々
々
、
一
（
永
邵
女
王
）

ミ
や
ひ
め
み
や
た（
大

聖

）

い
し
や
う
寺
こ
ち
こ
也
、
珍

重
々
々
、」
○
二
二
日
〜
二
五
日
条

の
下
部
余
白
に
記
す
、

廿
三
日
、
天
晴
、

廿夕立
以
外
也
、

四
日
、
天
晴
、
但
入
夜
大
夕
立
也
、

廿
五
日
、
天
晴
、

廿
六
日
、
天
晴
、
但
入
夜
夕
立
以
外
也
、

廿
七
日
、
天
晴
、

廿
八
日
、
天
晴
、
御
か
た
の
御
所
御
た
い
し
や
う
の
わ
か
ミ
やうの
こ
くほ
う
き
よ
、
道〻言
語

道
断
次
第
也
、
以
外
御
し（
愁

傷

）

う
し
や
う
ト
云
々
、「
四
十
四
文
か
ミ
そ
、
う
ら
い
所
よ
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り
取
□
や
ゝ
し
て
、
こ
れ
に
て
ぬ
の
ま
て
入
候
て
、
さ
ん
よ
う
し
て
、
弐
十
疋
の
つ

か
う
、
こ
の
七
月
ふ
ん
の
は
い
の
御
れ
い
に
す
ミ
候
、」
○
二
八
日
〜
三
〇
日
条

の
行
間
・
余
白
に
記
す
、

廿
九
日
、
天
晴
、

卅
日
、
天
晴
、
弐
升
ま
め
、
御
あ
し
弐
十
疋
、
さ
う
た
所
よ
り
や
ゝ
し
て
、
か
つ

〳
〵
あ
す
の
物
、

　

八
月
小

一
日
、
天
晴
、
す
ゝ
一
つ
い
・
さ
か
な
二
色
さ（早
田
）
う
□
所
よ
り
如
年
例
、
か
ち
う
の
し

う
き
如
年
々
、
珍
重
々
々
、
礼
者
こ
と
〳
〵
く
御
酒
ま
い
り
候
、
珍
重
々
々
、」下
）

21
（

三
日
、
天
晴
、
入
夜
雨
下
、「
や（四
辻
季
遠
）

ふ
大
納
言
殿
せ（
逝
去
）

い
き
よ
、」
○
行
間

に
記
す
、

四
日
、
雨
下
、「
弐
百
五
十
文
御
あ
し
、
さ
う
た
と
ら
・
ふ
く
に
も
た
せ
候
て
く
れ
候
、

こ
れ
に
て
た
の
む
□
御
ゆ
わ
ゐ
の
物
百
文
の
つ
□〔か
う
〕□あ
ひ
候
、
め
て
た
く
候
、
壱
升

あ
ま
る
を
い

の
ミ
し
ん
に
つ
き
候
へ
く
候
、」
○
四
日
〜
六
日
条
の

行
間
・
余
白
に
記
す
、

五
日
、
天
晴
、

六
日
、
天
晴
、

七
日
、
天
晴
、

八
日
、
天
晴
、

九
日
、
天
晴
、
弐
百
文
御
あ
し
、
さ
う
た
所
よ
り
も
た
せ
て
ま
い
り
候
、
此
内
廿
五

文
ゑ
り
候
て
返
遣
候
、「
此
か
へ
後
に
ぬ
し
も
ち
き
た
る
、」
○
行
間

に
記
す
、

十
日
、
天
晴
、
又
く
も
る
、
入
夜
雨
下
、
以
外
也
、

十
一
日
、
雨
下
、

十
二
日
、
天
晴
、

十
三
日
、
天
晴
、「
早
田
す
ゝ
一
つ
い
ふ
る
ま
ふ
、
珍
重
、」
○
下
部
余

白
に
記
す
、

十
四
日
、
天
晴
、
入
夜
雨
下
、

十
五
日
、
天
晴
、
但
入
夜
大
雨
下
、

十
六
日
、
天
晴
、

十
七
日
、
天
晴
、
壱
斗
壱
升
こ
め
、
さ
う
た
よ
りまつ
り
の
物

も
た
せ
て
ま
い
り
候
、
此
内
壱
升

ハ
九
日
の
た（足
）りな
り
、」上
）

22
（

十
八
日
、
天
晴
、「
御
り
や
う
ま
つ
り
御
こ
し
料
調
、
珍
重
々
々
、」
○
下
部
余

白
に
記
す
、

十
九
日
、
雨
風
以
外
也
、
但
及
晩
天
晴
、

廿
日
、
天
晴
、

廿
一
日
、
天
晴
、
と（高
倉
永
相
）

う
さ
い
し
や
う
殿
・
あ（飛
鳥
井
雅
敦
）

す
か
い
中
将
殿
・
日（日
野
輝
資
）

の
殿
・
か（烏
丸
光
宣
）

ら
す
丸

弁
殿
・
正（実
彦
）親町
殿
、
此
五
人
の（織
田
信
長
）

ふ
な
か
殿
陣
所
ゑ
ち
せ
ん
の
国
へ
御
下
向
、
御
ミ
ま

い
と
云
々
、
珍
重
々
々
、

廿
二
日
、
天
晴
、

廿
三
日
、
天
晴
、

廿
四
日
、
天
晴
、
但
雨
下
、

廿
五
日
、
雨
下
、

廿
六
日
、
天
晴
、
く
わ
ん
し
□
〔
ゆ
〕寺
大（晴
右
）納言
殿
・
ろ（半
井
驢
庵
）

わ
ん
・
ひ（竹
内
長
治
）

や
う
へ
の
か
ミ
ハ
あ
と

よ
り
可
参
候
由
申
と
云
々
、
の
ふ
な
か
□
〔
殿
〕」下
）

22
（

陣
所
ゑ
ち
せ
ん
の
国
へ
御
ミ
ま
い
に

下
向
、
珍
重
々
々
、
ゑ
ち
せ
ん
の
国
の
ふ
な
か
殿
御
り（理
運
）

う
ん
の
御
事
□
珍
重
々
々
、

国
衆
数
□
〔
多
〕う
ち
と
ら
る
ト
云
々
、
珍
重
々
々
、

五
升
こ
こ
め
、
の
ま
か
た
よ
り
ひ
き
つ
け
、
一
て
う
の
こ
さ
か
や
又
ひ
や
う
へ
か
た

よ
り
う
け
と
り
候
、
や
ゝ
し
て
、
当
七
月
ふ
ん
の
内
に
て
た
ひ
候
に
、
納
候
ふ
ん

十七月四
日
に
御
あ
し
五
百
文
代
壱
斗
、
こ
め
壱
斗
四
升
六
合
、
又
は
や
せ
ま
へ
や
く
せ

ん
さ
し
つ
か
せ
候
ふ
ん
弐
百
十
五
文
、
こ
の
ふ
ん
也
、」上
）

23
（

す
ゝ
一
つ
い
、
さ
う
も
し
ふ
る
ま
い
、
珍
重
々
々
、

廿
七
日
、
天
晴
、

廿
八
日
、
天
晴
、

廿
九
日
、
天
晴
、「
五
十
文
さ
う
た
、
此
内
百
五
十
文
御
あ
し
、
こ
め
弐
升
と
合
此

分
、」
○
下
部
余

白
に
記
す
、

　

九
月
大

一
日
、
天
晴
、
但
雨
下
、
入
夜
、
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二
日
、
天
晴
、
但
雨
下
以
外
也
、
あ
も
し
殿
す
ゝ
一
つ
い
、
一
盆
・
さ
か
な
、
と
ひ

〳
〵
、
こ
の
二
色
た
ひ
候
、
珍
重
々
々
、

三
日
、
天
晴
、

四
日
、
天
晴
、
弥
々
白
か
ね
卅
文
目
、
壱
斗
九
升
四
合
に
す
て
候
、

五
日
、
天
晴
、

六
日
、
天
晴
、

七
日
、
天
晴
、

七〻八
日
、
天
晴
、
五
升
こ
め
、
御
あ
し
百
文
、
つ
か
う
七
升
の
ふ
□
〔
ん
〕さ（早
田
）
う
た
よ
り
や
ゝ

し
て
、
か
つ
〳
〵
あ
す
・
あ
さ
て
の
物
、

九
日
、
天
晴
、

す
ゝ
一
つ
い
・
さ
か
な
二
色
さ
う
た
よ
り
」下
）

23
（

い
つ
も
の
こ
と
し
、
御
あ
し
百
五
十

文
さ
う
た
よ
り
代
三
升
の
ふ
ん
、
こ
れ
に
て
つ
か
う
壱
升
の
こ
せ
り
、
け
ふ
と
あ
す

と
の
物
な
り
、

す
ゝ
一
つ
い
・
さ
か
な
二
色
、
お
も
て
よ
り
、
す
ゝ
一
つ
い
・
か
き
、
ゆ
せ
も
し
よ

り
給
候
、
め
て
た
く
候
、
か
ち
う
の
し
う
き
、
れ（
礼
者
）

い
し
や
、
く
こ
ん
と
も
申
入
者
也
、

ね
ん
〳
〵
の
こ
と
く
、
珍
重
々
々
、

十
日
、
天
晴
、
と
つ
く
り
、
さ
か
な
、
と
ゝ
・
か
ち
ん
、
ゑ
□
〔
い
〕も
し
殿
よ
り
給
候
、

め
て
た
く
候
、

天
晴
、
十
一
日
、
ち
り
か
ミ
一
そ
く
な
か
こ
う
ち
所
よ
り
か
ふ
、
す
り
し
に
も
た
せ

て
」上
）

24
（

く
れ
候
、
代
卅
五
文
の
事
に
申
候
、
一
日
の
ち（直
）き
な
り
、
か
ミ
一
そ
く
ぬ
し

も
た
せ
て
□
候
、
代
ハ
四
十
文
の
よ
し
申
候
、
如
何
、

十
二
日
、
天
晴
、

十
三
日
、
天
晴
、

十
四
日
、
天
晴
、

十
五
日
、
天
晴
、
月（月
食
）
そ
く
御
下
行
三
百
文
代
と
て
、
壱
貫
五
百
文
な（薄
以
緒
女
好
子
カ
）

か
は
し
殿
御
つ

ほ
ね
さ
ま
よ
り
い
た
さ
れ
候
、
当
時
世
上
と
□
□
よ
わ
か
し
八
木
あ
る
い
は
き
ん

す
・
銀
子
な
り
、
代
物
は
五
銭
た
て
な
り
、
然
間
三
十
疋
の
し
ろ
壱
貫
五
百
文
な
り
、

御
下
行
あ
り
や
う
此
分
な
り
、
則
調
進
申
つ
か
ハ
し
候
、」下
）

24
（

女
し
ゆ
の
と
り
ふ
ん
廿

す
ん
、
ま
へ
〳
〵
の
こ
と
く
御
つ
ほ
ね
よ
り
す
く
に
つ
か
ハ
さ
れ
候
、
こ
れ
う
（
立
入
宗
継
）

へ
の

御
く
ら
さ
た
の
時
如
此
、
か
ゝ
よ
り
□
〔
ほ
〕う
し
よ
ま
い
り
、
□（出
納
平
田
職
定
カ
）

ゆ
つ
な
う
・
御
く
ら
両

人
と
り
さ
□
〔
た
〕に
て
こ
れ
へ
七
十
疋
い
た
し
候
時
ハ
、
此
方
よ
り
五
十
文
女
し
ゆ
に
つ

か
わ
し
候
、
こ
れ
例
也
、
上
よ
り
三
十
疋
御
下
行
む
し
ろ
れ
う
の
時
女
し
ゆ
に
も
上

よ
り
御
下
行
あ
り
、「
□
年
々
、
珍
重
々
々
、」
○
一
六
日
条

行
間
に
記
す
、

□〔十
六
日
〕

□
□
天
晴
、
月
そ
く
□
〔
と
〕り
三
ふ
ん
、
い
の
時
は
り
む
し
ろ
□
五
ま
い
、
此
ノ
内

十
五
ま
い
う（正
親
町
天
皇
）

へ
さ
ま
へ
つ
け
畢
、
又
き（薄
以
継
）
や
く
ら
う
殿
」上
）

25
（

「
わ
た
し
申
候
、
女
し
ゆ
も

り
□
□
申
候
畢
、
如
例
、」
○
行
間

に
記
す
、

卅
三
文
、
一（

一

条

観

音

カ

）

て
う
の
く
わ
ん
お
ん
御
は
つ
を
ま
い
り
候
、
た
け
く
き
廿
、
た
け
□
う

し
廿
三
ほ
ん
□
□
一
把
の
ほ
り
□
し
て
う
か
も
ん
れ
う
も
た
せ
て
、
ゑ（烏
帽
子
）

ほ
し
・
か
ミ

し
も
に
て
さ
ん
き
ん
、
は
り
、
は
つ
す
時
何
も
同
前
候
、

十
七
日
、
天
晴
、
但
雨
下
、
少
つ
ゝ
、
晴
く
も
り
□
〔
不
〕相
定
、
時
雨
又
、

□
る
の
時
分
よ
り
と（鳥
羽
）ハ□（西
園
寺
公
朝
）

い
お
ん
ち
殿
御
所
へ
罷
下
、
来
廿
日
廿
一
日
む
か
い
ま
い

り
下
候
□
今
日
よ
り
下
候
也
、

十
八
日
、
天
晴
、

十
九
日
、
天
晴
、

廿
日
、
天
晴
、

廿
一
日
、
天
晴
、「
貮
斗
こ
め
、
さ
う
た
も
た
せ
て
□
□
」下
）

25
（

た
る
者
也
、
重
□
」

○
二
一
日
・
二
二
日

条
下
部
余
白
に
記
す
、

廿
二
日
、
天
晴
、

廿
三
日
、
天
晴
、

廿
四
日
、
天
晴
、
と
は
よ
り
罷
上
候
、
と
□
り
う
申
入
者
也
、
御（誠
仁
親
王
）

か
た
御
所
御
と
□
〔
く
〕

し
よ
あ
り
、
ろ
ん
□
〔
こ
〕な
り
、

入
夜
大
雨
下
、
以
□
〔
外
〕也
、
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廿
五
日
、
天
晴
、

廿
六
日
、
天
晴
、

廿
七
日
、
天
晴
、

廿
八
日
、
天
晴
、

廿
九
日
、
天
晴
、
但
及
□
雨
下
、

卅
日
、
天
晴
、
但
雨
下
、
五
升
こ
め
早
田
あ
す
の
物
も
た
せ
て
あ
け
□

　

十
月
大

□〔一
日
〕□天
晴
、

□
〔
二
〕日
、
天
晴
、

三
日
、
天
晴
、
但
及
晩
雨
降
、
入
夜
以
外
也
、」上
）

26
（

四
日
、
天
晴
、

五
日
、
天
晴
、

六
日
、
天
晴
、

七
日
、
天
晴
、

□
〔
八
〕日
、
天
晴
、
ひ

い
の
時
分
、
御（誠
仁
親
王
）

か
た
の
御
所
た（高
雄
）
か
を
へ
御
な
り
、
も
ミ
ち
御
ら

ん
ト
云
々
、
た
か
を
に
て
御
せ
ん
ま
い
る
ト
云
々
、
す
く
に
れ（
龍
安
寺
）

う
あ
ん
ち
へ
御
□
□

に
て
、
御
一
こ
ん
ま
い
□
し（
諸
公
家
衆
）

よ
く
け
し
う
馬
に
て
御
と
も
、
く（勧
修
寺
晴
右
）

わ
ん
し
ゆ
ち
殿
御

□しをし
ろ

〻
〻
お
の
〳
〵
御
と
も
な
り
、
こ
の
ほ
か
か
ち
の
し
う
れ
う
あ
ん
ち
に
ま
ち
申
さ

る
□
□
く（
還

御

）

わ
ん
き
よ
の
時
□
お
の
〳
〵
ろ
し
ま
て
御
む
か
へ
に
御
さ
ん
と
云
々
、
大

御
酒
あ
る
」下
）

26
（

へ
し
と
云
々
、

九
日
、
天
晴
、
壱
斗
こ
め
、
さ
う
た
も
た
せ
て
ま
い
り
候
、
あ
す
の
御
い（亥
子
）
の
こ
の
御

い
わ
□
ま
て
、
い
ち
と
に
ま
い
り
候
、

十
日
、
天
晴
、

十
一
日
、
天
晴
、
但
雨
下
、

十
二
日
、
天
晴
、

十
三
日
、
天
晴
、
の（織
田
信
長
）

ふ
な
か
殿
御
上
洛
に
つ
き
て
、
た
う
し
や
う
・
た
う
か
む
か
へ

に
御
い
□
〔
て
カ
〕あ
り
、
め（
妙
覚
）

う
か
く
寺
ほ（
本
堂
）

ん
た
う
の
ま
へ
に
て
ま
ち
あ
ひ
、
ま
い
り
申
候

人
々
、
二（二
条
晴
良
）

て
う
殿
は
し
め
、
こ（近
衛
信
基
）

ん
え
殿
わ
か
き
ミ
・
九（九
条
兼
孝
）

て
う
殿
、
こ
の
ふ
ん
な
り
、

此
ほ
か
た
う
し
や
う
ら
う
に
や
く
同
」上
）

27
（

前
、
そ
れ
か
し
も
参
畢
、
昨
日
上
洛
あ
る

へ
き
の
よ
し
、
さ
る
あ
る
の
あ
い
た
、
お
の
〳
〵
御
い
て
あ
り
、
そ
れ
か
し
も
同
前

候
、
然
処
ニ
の
ひ
申
候
間
、
二
て
う
殿
し
こ
う
い
た
し
候
、
か（甘
露
寺
経
元
）

ん
ろ
し
殿
・

く（勧
修
寺
晴
豊
）

わ
ん
し
ゆ
ち
左
大
弁
の
さ
い
し
や
う
御
と
も
申
参
畢
、
御
た
ん
め
い
大
御
酒
す
こ

く
の
間
、
此
内
に
の
ふ
な
か
殿
し
や
う
ら
く
、
明
日
ま
て
の
□
〔
ひ
〕申
の
よ
し
ち
う
し
□
〔
ん
〕

こ
れ
あ
り
、
し
か
る
間
い
よ
〳
〵
と
う
り
う
、
又
ひ（卜
部
兼
興
）

ら
の
ゝ
か
ん
」下
）

27
（

ぬ
し
、
二
て

う
殿
の
御
内
ニ
し
ゆ
く
所
あ
り
、
ち
や
屋
一
け
う
に
こ
し
ら
□
〔
へ
〕お
か
る
、
見
物
申
さ

る
へ
き
よ
し
に
て
、
御
ち
や
申
さ
□
又
大
御
酒
、
て
う
〳
〵
沈
酔
候
、
以
外
候
、
及

晩
各
々
御
帰
宅
、
珍
重
々
々
、

十
四
日
、
天
晴
、

十
五
日
、
天
晴
、

十
六
日
、
天
晴
、

十
七
日
、
天
晴
、
但
入
夜
雨
下
、「
夜
半
時
分
し
や
う
□
火
し
、
三
け
ん
や
け
畢
、

雖
然
先
々
ち
く
て
ん
の
ふ
ん
也
、か
わ
の
は
た
か
り
や
と
な
り
、」
○
一
六
日
〜
一
八
日

条
の
余
白
に
記
す
、

十
八
日
、
天
晴
、

十
九
日
、
天
晴
、

廿
日
、
天
晴
、

廿
一
日
、
天
晴
、

廿
二
日
、
天
晴
、
御
け（
玄
猪
）

ん
て
う
申
い
た
し
候
、
如
例
年
、
珍
重
々
々
、
別
而
祝
着
申

畢
、」上
）

28
（

廿
三
日
、
天
晴
、
壱
斗
こ
め
、
さ
う
た
も
た
せ
て
く
れ
候
、
こ
れ
ま
て
此
間
二
度
ニ
、

三
斗
く
れ
候
、

廿
四
日
、
天
晴
、

廿
五
日
、
天
晴
、
但
寒
風
以
外
也
、
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廿
六
日
、
天
晴
、

廿
七
日
、
天
晴
、

廿
八
日
、
天
晴
、

廿
九
日
、
天
晴
、
五
十
疋
か
こ
れ
ハ
十
一
月
十

日
の
ひ
の
な
り
、
ミ
そ
、
さ
う
た
も
た
せ
て
ま
い
り
候
、

卅
日
、
天
晴
、「
五
升
こ
め
、
さ
う
た
も
た
せ
て
く
れ
候
、」
○
下
部
余

白
に
記
す
、

　

十
一
月
一
日
、

天
晴
、

二
日
、
天
晴
、

三
日
、
天
晴
、

四
日
、
天
晴
、
の（織
田
信
長
）

ふ
な
か
殿
大
納
言
に
に
ん
せ
ら
る
、
し〻

せ（
消

息

宣

下

）

う
そ
く
せ
ん
下

な
り
、
せ
ん
し
」下
）

28
（

ち
さ
ん
、
御
た
ち
・
御
馬
は
い
り
や
う
、
同
御
太
刀
・
馬
、
せ

ん
し
ち
さ
ん
の
時
ち（
頂

戴

）

や
う
た
い
、
珍
重
々
々
、

五
日
、
天
晴
、
大
し（
将
）
や
う
せ
ん
け
、
ち（
陣
儀
）

ん
の
き
の
御
下
行
、
大
外
記
出
立
弐
百
疋
代
、

時
に
こ
め
弐
石
、
む（村
井
貞
勝
）

ら
い
く
ら
よ
り
い
て
候
、
ふ
き
や
う
中
山
殿
頭（親
綱
）中将
殿
、
御
き

つ
ふ
に
て
同
五
百
文
の
し
□
〔
ろ
〕こ
め
五
斗
、
ひ
さ
つ
き
の
御
下
行
こ
れ
あ
り
、
こ
れ
ハ

か（
掃

部

頭

）

も
ん
の
か
ミ
て
う
し
ん
な
り
、
如
例
、」上
）

29
（

六
日
、
天
晴
、
但
入
夜
雨
少
降
、
時
雨
也
、

七
日
、
天
晴
、
今
日
大
将
宣
下
、
陣
儀
也
、
宣
旨
・
き（
聞
書
）

ゝ
か
き
相
副
、
の
ふ
な
か
殿

則
砂
金
十
両
ち
や
う
た
い
、
徃
古
の
こ
と
し
、
珍
重
々
々
、
時
ニ

め
ん
ほ
く
こ
れ
に
す
き
す
、
ミ（
冥
加
）

や
う
か
か
た
し
け
な
し
、
い
よ
〳
〵
み
ち
の
事
か
く

こ
い
た
し
、
ほ（
奉
公
）

う
こ
う
専
一
也
、
し
ゆ
つ
し
の
や
う
、
さ（
雑
色
）

う
し
き
一
ほ
□
〔
ん
〕ゑ（烏
帽
子
着
）

ほ
し
き

二
人
、
此
ほ
か
雑
人
二
三
人
、
此
分
め
し
く
し
出
つ
し
い
た
し
、
め
て
た
し

〳
〵
、」下
）

29
（

の
ふ
な
か
殿
宣
旨
持
参
時
、
そ（
副

使

）

へ
つ
か
い
一
人
・
さ
う
し
き
一
人
、

さ（早
田
）
う
た
ゑ
ほ
し
□
〔
き
〕に
て
、
雑
人
門
外

ま
た
せ
て
畢
、
き
し
き
此
分
也
、
如
例
、

ち
ん
て
う
珍
重
々
々
、

八
日
天
晴

〻
〻
〻
〻
宣
旨
持
参
の
以
前
、
せ
つ
け
・
せ
い
く
わ
・
も
ん
せ
き
か
た
、
た
う
し
や

う
・
た
う
か
お
の
〳
〵
き（
金

覆

輪

）

ん
ふ
く
り
ん
に
て
、
御
れ
い
申
也
、
珍
重
々
々
、

も（中
原
師
廉
）

ろ
か
と
・
く（壬
生
朝
芳
）

わ
ん
む
同
前
候
、」上
）

30
（

八
日
、
天
晴
、
ち（
知
行
）

き
や
う
、
せ
つ
け
・
せ
い
く
わ
・
も
ん
せ
き
か
た
・
た
う
し
や
う
・

た
う
か
・
ち（地
下
）け以
下
、
り（
領
）
や
う
地
は
い
り
や
う
の
御
し
□
〔
ゆ
〕い
ん
う（正
親
町
実
彦
）

ら
つ
ゐ
し
か
□
〔
た
〕に

て
、
は（原
田
直
政
）

ら
た
の
ひ
つ
ち
う
の
か
ミ
・
む（村
井
貞
勝
）

ら
井
両
人
ふ
き
や
う
に
て
く
は
ら
る
、
則
参

て
は
い
り
や
う
し
候
畢
、
珍
重
々
々
、

九
日
、
天
晴
、
大（織
田
信
長
）

将
殿
御
朱
印
ち
や
う
た
い
か
た
し
け
な
き
よ
し
御
れ
い
、
せ
つ

け
・
せ
い
く
わ
・
し
よ
も
ん
せ
き
・
し
□
〔
よ
〕く
け
、
お
の
〳
〵
ふ
け
さ
ん
き
ん
な
り
、

珍
重

」下
）

30
（

十
日
、
天
晴
、
は
ら
た
の
ひ
つ
ち
う
・
む
ら
井
・
つ（津
田
信
張
）

た
の
大
郎
さ
へ
も
ん
所
へ
御
れ

い
申
畢
、

十
一
日
、
天
晴
、

十
二
日
、
天
晴
、

十
三
日
、
天
晴
、
入
夜
大
将
殿
さ
わ
□
〔
山
〕御
け
か
う
、
と
を
山
せ
め
つ
め
を
か
る
ち（陣
）ん

所
、
か（織
田
信
忠
）

ん
九
郎
さ（
雑
説
）

う
せ
つ
こ
れ
あ
り
て
、
に
わ
か
に
ち

あ
り
、
し
か
る

あ
い
た
御
け
か
う
と
云
々
、
し
か
れ
と
も
さ
し
た
る
事
な
し
と
云
々
、
珍
重

」上
）

31
（

十
四
日
、
天
晴
、
む
ら
井
所
・
ゆ（松
井
友
閑
）

う
か
ん
所
へ
、
お
の
〳
〵
同
道
申
ミ
ま
い
に
参
、

御
人
数
の
事
、
中
□
〔
山
〕大（孝
親
）納言
殿
・
勧（勧
修
寺
晴
右
）

条
寺
大
納
言
殿
・
庭
田
大（重
保
）納言
殿
・
甘（甘
露
寺
経
元
）

路
寺
殿
、

あ

ふ
し
、
わ
れ
〳
〵
也
、
ゆ
う
か
ん
所
へ
□
は
し
め
て
参
候
間
、
た
る
代

五
十
疋
持
参
、

十
五
日
、
天
晴
、

十
六
日
、
天
晴
、

十
七
日
、
天
晴
、
但
雨
下
、

十
八
日
、
天
晴
、

五
升
こ
め
、
さ（早
田
）
う
□
御
ほ
た
き
の
物
、
如
年
々
、
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十
九
日
、
天
晴
、

廿
日
、
天
晴
、
但
寒
風
以
外
也
、」下
）

31
（

廿
一
日
、
天
晴
、
な
い
し
所
へ
御
か
く
ら
ま
い
ら
せ
候
、
ふ
た
は
こ
も
た
せ
て
御
は

つ
を
ま
い
り
候
、
珍
重
々
々
、

廿
二
日
、
天
晴
、

廿
三
日
、
天
晴
、

廿
四
日
、
天
晴
、

廿
五
日
、
天
晴
、

廿
六
日
、
天
晴
、

廿
七
日
、
天
晴
、

廿
八
日
、
天
晴
、

廿
九
日
、
天
晴
、
よ
め
御
も
し
、
御（誠
仁
親
王
）

か
た
の
御
所
御
下
に
ま
い
ら
せ

御
た

る
二
か
・
二
色
と
□
〔
り
〕あ
へ
す
也
、
あ
か
き
こ（
強
飯
）

わ
い
ひ
、
大
た（鯛
）い
一
か
け
、
此
分
也
、

珍
重
々
々
、
よ
め
御
も
し
、
名
や
ゝ
の
御
□
〔
局
〕と
わ（和
仁
王
）
か
ミ
や
さ
ま
御
つ
け
な

珍
重
々
々
、

　

十
二
月
大

一
日
、
天
晴
、
但
雨
下
、

二
日
、
天
晴
、
御
は
い
□
〔
ふ
〕い
つ
も
の
こ
と
く
さ（早
田
）

う
た
に
わ
た
し
候
、
め
て
た
く
候
、

御
さ
か
月
、
い
せ
ん
大（織
田
信
長
）

将
殿
よ
り
は
い
り
や
う
申
候
御
し
ゆ
い
ん
の
お
も
て
、」上
）

32
（

か

つ
五
ふ
く
ろ
お
さ
ま
り
候
、

三
日
、
天
晴
、

四
日
、
天
晴
、

五
日
、
天
晴
、

六
日
、
天
晴
、「
お
も
て
の
し
う
御
わ
た
ま
し
、
珍
重
□
□
」
○
六
日
・
七
日
条
の

下
部
余
白
に
記
す
、

七
日
、
天
晴
、
く（勧
修
寺
晴
豊
）

わ
ん
し
ゆ
ち
殿
弁
□
御
□
□
御
た（
誕

生

）

い
し
や
う

御
れ
う
人
也
、

□
重
々
々
、
有（土
御
門
有
脩
）

長
む
す
め
な
り
、
く（
果
報
）

わ
ほ
う
珍
重
々
々
、

八
日
、
天
晴
、「
こ
め
お
さ
□
〔
め
〕十
石
、
此
ノ
内
五
ふ
く
ろ
、
二
日
の
ひ
に
お
さ
め
候

□
〔
也
〕皆
済
と
云
々
、
ふ
し
ん
、」
○
八
日
・
九
日
条
の
行

間
・
余
白
に
記
す
、

九
日
、
天
晴
、
さ
う
た
所
よ
り
こ
め
壱
三

〔
斗
脱
カ
〕
升
と
御
あ
し
」下
）

32
（

弐
百
七
十
五
文
と
も
た

せ
て
ま
い
り
候
、
こ
の
さ
ん
よ
う
十
一
月
廿
九
日
の
物
五
十
文
と
御
は
い
ふ
の
物
五

と
十
月
の
物
百
文
と
な
り
、
此
ノ
内
十
五
文
つ
け
て
、
む
ら
さ
き
そ
め
さ
せ

候
物
ひ
き
て
、
の
こ
り
た
ゝ
い
ま
ま
い
り
候
、
す
ミ
候
、
め
て
た
く
候
、
合
弐
斗
の

つ
か
う
す
ミ
候
、
珍
重
々
々
、
よ
く
い
た
し
か
ん
し
入
候
、

十
日
、
天
晴
、
む
し
ろ
御
し（
収
納
）

ゆ
な
う
、
ひ
ら
か
五
郎
も
た
せ
て
ま
い
り
候
、
こ
め
三

斗
六
合
、
御
あ
し
壱
貫
文
、
つ
か
う
五
斗
六
合
の
ふ
ん
な
り
、
か
つ
」上
）

33
（

御
さ
か
月

ね
ん
〳
〵
の
こ
と
し
、
珍
重
々
々
、

十
一
日
、
天
晴
、

十
二
日
、
天
晴
、
す
ゝ
は
ら
い
の
御
た
う
く
、
さ
う
た
よ
り
ね
ん
〳
〵
の
こ
と
く
ま

い
り
候
、

　

一
、
い
も
三
升

　

一
、
大
こ
ん
十
は

　

一
、
こ
め
弐
斗
代

も
た
せ
て
ま
い
り
候
、
例
年
の
こ
と
く
、

十
三
日
、
天
晴
、
御
す
ゝ
は
ら
い
御
い
わ
ゐ
、
れ
い
ね
ん
の
こ
と
く
ミ
な
〳
〵
よ
ひ

申
候
、
さ
う
た
も
ま
い
り
候
、
こ
と
し
ハ
し
う
中
夕
く
御
く
い
ま
い
り
□〔候
カ
〕めて
た
く

候
、
こ
ふ
十
く
わ
ん
ひ
ら
か
所
よ
り
も
た
せ
て
ま
い
り
候
、」下
）

33
（

こ
れ
ま
て
四
十
く
わ

ん
、
此
ノ
内
ほ
と
の
事
、
ま
へ
の
十
く
わ
ん
四
升
、
廿
く
わ
ん
九
升
、
十
く
わ
ん
四

升
、
此
分
合
壱
斗
七
升
な
り
、
む
し
ろ
く
事
に
て
さ
ん
よ
う
申
候
へ
く
候
、
此
ほ
□
〔
か
〕

こ
よ
ミ
九
合
と
、
す
十
二
月
十
九
日

ゝ
り
は
こ
弐
升
と
て（店
屋
）
ん
や
に
て
と
り
、
ひ
き
あ
ハ
せ
て
候
ま
ゝ
、

こ
れ
も
や
り
候
へ
と
申
候
ま
ゝ
、
さ
ん
よ
う
に
し
候
へ
く
候
、

正
月
か
い
物
ち
う
も
ん
さ
う
た
所
へ
持
候
て
、
や
□
候
、
如
年
々
、
珍
重
々
々
、
よ

め
に
う
へ
よ
り
ぬ（
緯
白
）

き
し
ろ
の
こ（小
袖
）

そ
て
と
ゝ
の
へ
た
ひ
候
、
れ
う
二
石
即
出
之
、
珍
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重
々
々
、」上
）

34
（

十
四
日
、
天
晴
、「
く
ら
ま
へ
ま
い
る
、
こ
と
し
の
中
の
月
ま
い
り
す
ミ
候
、
御
は

つ
を
百
疋
、
持
て
ま
い
る
、
め
て
た
く
候
、」
○
一
四
日
・
一
五
日
条

の
下
部
余
白
に
記
す
、

十
五
日
、
天
晴
、

十
六
日
、
天
晴
、

十
七
日
、
天
晴
、

十
八
日
、
天
晴
、

十
九
日
、
天
晴
、
き
ん
り
御
す
ゝ
は
ら
い
な
り
、
珍
重
々
々
、
御
い
わ
ゐ
如
例
年

云
々
、
こ
と
さ
ら
当
年
珍
重
々
々
と
も
と
云
々
、

廿
日
、
天
晴
、
但
雪
下
、

廿
一
日
、
天
晴
、
雨
下
、
終
夜
、

廿
二
日
、
天
晴
、

廿
三
日
、
天
晴
、

廿
四
日
、
天
晴
、

廿
五
日
、
天
晴
、

廿
六
日
、
天
晴
、
さ
う
た
正
月
か
い
物
と
も
」下
）

34
（

と
ゝ
の
へ
、
あ
け
申
候
、
珍
重
々
々
、

一
わ
ら
の
さ
こ
の
四
郎
、
莚
の
し
ゆ
う
〔
な
脱
カ
〕わら
む
し
ろ
十
五
ま
い
も
た
せ
て
ま
い
り

候
、
や
ふ
た
い
如
年
々
、
の
こ
り
は
し
ち
に
て
出
候
、

廿
七
日
、
天
晴
、

廿
八
日
、
天
晴
、
さ
う
た
こ
め
三
斗
・
御
あ
し
百
疋
も
た
せ
て
ま
い
り
候
、
か
つ
、

廿
九
日
、
天
晴
、
さ
う
た
こ
め
弐
斗
あ
け
も
た
せ
て
ま
い
り
□
〔
候
〕御
な
り
二
十
疋
か
を

と
り
て
く
れ
候
ま
て
、
九
斗
あ
け
候
、
つ
か
う
也
、」上
）

35
（

卅
日
、
天
晴
、
弐
石
三
斗
、
四
は
う
は
い
の
御
下
行
、
て（
典
斎
）

ん
さ
い
□
よ
り
御
う
け
こ

い
に
て
候
、
ま
へ
ハ
に（
日
乗
）

ち
せ
う
上
人
と
申
也
、
た
ゝ
い
ま
こ
の
ふ
ん
□
つ
し
の
二
郎

殿
よ
り
い
た
さ
れ
候
と
云
々
、
珍
重
々
々
、

壱
石
九
升
、
た
ゝ
ミ
の
た
い
く
か
た
へ
下
行
、
御
さ
か
た
也
、
珍
重
々
々
、」下
）

35
（

け
き
ま
ち
御
地
子
納
ち
や
う
と
も
へ
つ
し
に
こ
れ
あ
り
、

百
文
、
大（大
富
）

と
ミ
く
し
せ
ん
こ
ん
は
い
の
く
よ
う
十
二
月
ふ
ん
う
け
と
り
や
り
候
へ

ハ
、
と
り
ミ
た
し
候
と
申
、
や
か
て
き
た
れ
の
よ
し
申
候
ま
□
か
さ
ね
て
と
り
つ
か

わ
す
へ
し
、」上
）

36
（
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